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はじめに 

 

 「読書は知的な食事」と言われるように、本との出会いから、子どもたちは言葉を覚え、

表現力を豊かにし、みずみずしい感性を磨くなど、たくさんのことを学びながら成長を続

けます。また、物語を読んで、登場人物や作者の気持ちを共有したり理解したりすること

により、他人の気持ちをはかり知ることを学びます。さらに、本を通して自分とは異なっ

たいくつもの世界を知るばかりか、将来の道標を発見することもあるでしょう。 

 このように、子ども時代にすばらしい本に出会うことは人生でたいへん重要なことにな

るのです。 

しかし今日、テレビ、ビデオ、ＤＶＤ、インターネットなどの様々な情報メディアの発

達・普及や子どもの生活環境の変化、幼児期からの読書習慣の未形成などにより、子ども

の「読書離れ」が指摘されています。 

平成１２年１２月に出された「教育改革国民会議報告書」では、「読み、書き、話す」な

ど言葉の教育を重視することなどが提言され、平成１３年１２月に「子どもの読書活動の

推進に関する法律」が交付・施行されました。 

本市におきましても、子どもたちが本に出会うことの様々な効果を考えると、子どもの

読書活動を計画的に推進していくことが極めて重要な課題であると考えます。 

この「網走市子どもの読書活動推進計画」（あばしり子ども読書プラン）は、国の法律や

北海道の計画に基づきながら、網走市の子どもたちの、読書活動の推進に関する施策の方

向性や取り組みを示したものです。 

策定に当たりましては、網走市の子どもたちの読書活動に関するアンケート調査の実施

をはじめ、「網走市子どもの読書活動推進に関する市民懇話会」を設置してご意見・ご提言

をいただきながら進めてまいりました。 

網走市教育委員会といたしましては、この計画を基に網走市の子どもたちが健やかに心

豊かに成長することを願い、いつでも、どこでも、楽しい読書活動ができるよう、家庭・

学校・地域を通じて多くの市民の方々と連携を図りながら積極的に読書活動の推進に取り

組んでまいります。 

終わりに,本計画の作成に当たりご指導やご協力を賜りました関係の皆様に心からお礼

を申し上げます。 

 

 

平成１７年 ７月 

 

 

網走市教育委員会 

 教育長 木目澤 一 三 
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１．計画策定の背景 
 ※１経済開発協力機構(ＯＥＣＤ)が平成１６年に行った※２国際学習到達度調査によ

ると、日本の成績は「読解力」についてＯＥＣＤ加盟国の平均点を下回り、４年前の

前回調査の８位から１４位になったと発表されました。「読解力」１位のフィンラン

ドが「読書文化が浸透している国」と言われる一方、日本では本を読まなくなったこ

とに加え、「趣味としての読書をしない」子どもの率が高く、テレビやビデオを見る

時間は最長とされています。 

 「読解力」は、文章を読んで内容を正しく理解する力のことであり、他の人の知識

や考え方を知り自分の世界を広げることに繋がっていきます。「読解力」は読書活動

によってのみ培われるわけではありませんが、人間形成の過程において大きな役割を

果たすことは間違いありません。また、自主的に楽しみながら読書活動をすることが

効果を高めるものと考えられます。 

 平成１３年１２月には子どもの読書活動の推進に関する法律が施行され、平成１４

年８月に文部科学省が「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を策定しま

した。また、これを踏まえ北海道では平成１５年１１月に「北海道子どもの読書活動

推進計画」を策定しました。 

 このように国・道においても読書活動がもたらす様々な効果を重要視しており、こ

の計画を基本としながら網走市における子どもの読書活動を推進する計画を策定す

るものです。 

 

２．計画の目的 
  この計画は、本市の子どもたちが読書活動をとおして豊かな感性や創造力、じっ

くり考え自ら判断する力を身につけるため、家庭・地域・学校で担うべき役割を果

たしつつ子どもの発達段階に応じて読書に親しむ環境を整えていくことを目的と

して策定します。 

 

３．計画の位置付け 
  この計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条に基づいて策定さ

れた国の基本計画及び北海道の推進計画を基本とし、本市の状況に応じた計画とし

て策定します。 

  また、網走市の施策・諸計画との整合性、協調性を図った計画として策定します。 

 

 

 

 １



 

４．計画の対象 
  この計画の対象は、主に０歳から１８歳までの子どもを対象とします。 

また、子どもの読書活動の推進に関わる保護者はじめ、市民ボランティアや地域

住民、行政関係団体も対象となります。 

 

 

５．計画期間及び評価 
  本計画の計画期間は平成１７年度から２１年度までの５年計画とし、必要に応じ

て計画の見直しを行うものとします。 

 

６．計画の基本方向 

  この推進計画は、次の３本柱により子どもの読書活動の推進を目指します。 

 

 （１）各関係機関・団体と連携して子どもたちの読書機会の拡充を図ります。 

    子どもが、読書活動を通じて豊な心を育むことができるよう関係機関やボラ

ンティア団体・サークルなどと連携・協力して読書機会の拡充を図ります。 

 

 （２）子育てや家庭教育の支援となるような読書活動を推進します。 

    親子の温かい人間関係を育み、子どもの精神的な安定感や基本的生活習慣や

自主性・創造性を培う「読み聞かせ」などの読書活動の大切さを、子育て教室

や乳幼児の健康相談などの機会をはじめあらゆる機会を通じて啓発・推進しま

す。 

 

 （３）あらゆる機会にあらゆる場所で読書活動ができるような環境整備を行います。 

    日常生活において子どもが読書に親しめるよう幼稚園・保育所・小中学校・

高校・養護学校などの読書活動や図書館などにおける市民の読書活動など、網

走市民の読書活動を充実させます。 
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  網走市では、市内の小学校・中学校・高校の全校生徒を対象に「※３網走市子ども

の読書活動に関するアンケート調査」を実施しました。うち小学校７校、中学校４

校、高校２校から回答を得ました。また、乳幼児期のよみきかせなど読書活動の現

状を知るため幼稚園・保育所に協力いただいたとともに、乳幼児の保護者のみなさ

まにも読書活動に対するアンケートについてご協力をいただきました。 

 

１．読書量について 
   ※４第５０回学校読書調査のデータによると、１か月に読む本の冊数は、小学生

が７.７冊、中学生が３．３冊、高校生が１.８冊となっています。また１か月に

１冊も本を読まなかった子どもの割合は小学生が全体の７％、中学生が１９％、

高校生が４２％となっています。 

   網走市が行った「子どもの読書活動に関するアンケート調査」では、１か月に

１冊も本を読まなかった子どもの割合は小学生が１２％、中学生が２３％、高校

生が１５％となっており、小学生と中学生では全国的な傾向に比べて本を読まな

かった割合が多い結果になりました。しかし、高校生では全国値と比較すると１

冊も読書をしなかった生徒が３分の１程度とかなり少ない結果になり、年齢が上

がるにしたがって不読率が高くなっている全国的な傾向と大きく違う点になっ

ています。 
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 【１か月に１冊も本を読まなかった割合（不読率）】
全国値：第５０回読書調査（平成１６年６月） 

網走市：子どもの読書活動に関するアンケート調査（平成１６年１２月） 
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   本を読まない理由としては、小学生・中学生では「ほかにやりたいことがある」

が第１位で、次いで「読みたいと思う本が身近にないから」となっています。高

校生では「ほかにやりたいことがある」が第１位ですが、「勉強や習い事、塾な

どが忙しくて読む時間がない」が２位になりました。 
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①本を読むのがきらいだから

②勉強や、習い事、塾などが忙しくて読む時間がない

③どんな本を読めばいいのかわからないから

④ほかにやりたいことがある

⑤読みたいと思う本が身近にないから

中学校

高等学校

小学校

また、１か月に読む本の冊数では、小学生が５.８冊と全国値を下回りました

が、中学生は４.７冊、高校生は４.７冊と読書量は全国値より多くなっています。 
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【１か月に読んだ本の冊数】 
全国値：第５０回読書調査（平成１６年６月） 

網走市：子どもの読書活動に関するアンケート調査（平成１６年１２月）  
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２．読書環境について 
   「あなたはどこで本を読みますか」という問いに対しては、小学生は「自分の

家」が一番多く、次いで「学校の図書室や教室」「図書館」となっています。中学

生も「自分の家」「学校の図書室や教室」に次いで「友だちの家」が上位に入って

おり、高校生は、「自分の家」がほとんどですが、「友だちの家」「図書館」「学校

の図書室や教室」「バスや汽車」などがほぼ並んでいます。小学生、中学生、高校

生とも７０％以上が自分の家で読書をしています。 

【あなたは主にどこで本を読みますか】 

 

３．読書の趣向について 
 「どのようにして自分で読む本を選んでいるのか」という問いには、小学生が

「書店で選んで」「学校の図書室から選んで」「教室にある本を選んで」「市の図

書館で選んで」の順番になっており、中学生では「書店で選んで」「友だちがお

もしろいとすすめてくれた」「市の図書館で選んで」「その他」（リサイクル店で

購入など）となっています。高校生では「書店で選んで」「友だちがおもしろい

とすすめてくれた」「市の図書館で選

  

んで」「テレビやラジオで紹介している本に

   学齢が上がるにつれて本を選択する手段が能動的で視野を広げて選択してい

るのがわかります。 

 

興味を持って」となっています。 



 

 

 

   また、「どんな内容の本が好きか」という問いでは、小学生は「まんが」（コミ

ック・週刊誌を含む）、「小説」（物語・童話含む）、「実用書」（趣味・スポーツな

ど）、「科学もの」（恐竜・病気など含む）の順番になっており、中学生は「まん

が」、「雑誌」、「小説」、「実用書」となっています。高校生では「まんが」、「雑誌」、

「小説」がほぼ同程度で、次いで「実用書」となっています。 

   どの年代も一番読まれているのは「まんが」ですが、特に中学生の数字が多く

なっています。 
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書店で
学校の図書室にある本

教室にある本

図書館で

親のすすめで

友だちのすすめで

テレビやラジオの紹介で

その他

中学生

高校生

【あなたはどのようにして自分の読む本を選びますか】 

【あなたはどんな内容の本が好きですか】

 ６



 

４．読書の位置付けについて 
   子どもたち自身が、「どのようなときに本を読みたいと思うか」という問いに

は、小学生・中学生・高校生とも「ひまなとき」や、「病院や床屋の待ち時間に」

などが多く、小学生では総合的な学習の時間と関わって「わからないことがあっ

たときにしらべる」や「趣味や研究を深めるため」が若干多くなっています。 

全世代を通して「映画やテレビを見て原作を読みたいと思った」という回答も

３０％前後ありますが、「悩み事の解決」や「進路・生き方の参考」のための読

書は少数で、積極的に読書に取り組むというよりは何もすることが無いときの時

間の過ごし方のひとつとなっているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）幼稚園・保育所での読書活動について 25.9%

   次に、 

46.6%

37.2%

82.3%

64.1%

12.1%
9.2%

22.8%

11.0%
9.1%

24.5%

13.2%
17.3%

4.6%

15.1%

3.6%

67.2%

10.3%

52.8%

8.0%5.7%

17.5%

4.4%

18.3%

わからないことを調べる

映画やテレビの原作を読みたい

ひまなとき
病院や床屋の待ち時間に

困ったこと悩み事の解決に

趣味や研究を深めたいとき

進学・進路・生き方の参考に

その他

中学生

高校生

小学生

 

 

 

 

 

 

 

 
【あなたはどのようなとき本を読みたいと思いますか】  
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５．幼稚園・保育園での読み聞かせ 

 ８

15分以内

82%

30分以内

9%

時間は決めて

9%

１日１回
56%

１週間に数回
程度
11% １日１回以上

33%

   幼稚園･保育園での読み聞かせについて質問したところ、回答のあった幼稚

園・保育園すべてで１日１回または１週間に数回の「読み聞かせ」の時間をとっ

ていました。１日１回以上と答えたところも数か所あり、幼稚園・保育園での「読

み聞かせ」は、かなり定着しています。また、１回の「読み聞かせ」の時間はほ

とんどが１５分以内で職員が読み手となって行っており、「読み聞かせ」が園のカ

リキュラムとして位置付けられていることがうかがえます。 

 

 

 いない

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
【どのくらいの回数で行っていますか】 【１回の時間はどのくらいですか】 

 

 

   また、「読み聞かせに必要な本の確保」について聞いたところ、全部が「園で

購入」と答え、その他に「職員が個人で購入したものを読み聞かせに利用してい

る」「図書館から本を借りる場合もある」という回答がありました。 

   「読み聞かせ」以外の読書活動について聞いたところ、一部の園では、「絵本

を読むスペースをつくって自由に本が読めるようにしている」「昼食後に各自で読

書をする時間を設けている」「園の絵本を毎日貸し出ししている」という活動が記

述されました。 

   「読書活動を進める上での問題点や日頃考えていること」について聞いたところ、

「読み聞かせ」や「読書」は子どもたちの「心のやすらぎ」や「落ち着いた生活

態度」に効果があると考えており、「ゆっくり絵本を読む生活環境」が家庭や園生

活の中で必要と答えています。「読書コーナーの配置」や「本の数の確保」を望む

記述もありました。 

 

 

 



 

６．就学前の子どもの読書活動に関する家庭の意識について 
   乳児や幼児を育てる保護者の読書活動に関する現状を知るため、市内の幼稚園 

と保育園の協力を得て４園の保護者のアンケート調査を実施しました。また、保

健センターで実施している８か月児健康診査と１歳６か月児健康診査の会場で

聞き取り調査を行いました。 

①書店で、選んで
46%

⑧その他
7%

⑦テレビやラジオ、
新聞などで紹介して

て
11%

③市の図書館や分
庫に行って
25%

④市の図書館の図
書案内や司書に相

談して
1%

②幼稚園・保育所な
どから薦められて

8%

⑤友人などに薦め
られて
2%

「あなたは 1 か月に平均何冊の本を読んであげますか（祖父母などを含む）」

という問いに「読んであげていない」が１０％、「１～２冊」３１％「３～４冊」

が３０％という結果になりました。 

  

 

 いる本に興味をもっ

 

 

 

 

 13%

 

 

 

 

①読んであげ
ていない
10%

②１冊～２冊
31%

③３冊～４冊
30%

④５冊～１０
冊

⑤１１冊以上
16%

 

 

 

 

 

【お子さまに１か月何冊の本を読んであげて

いますか】

【お子さまへの本をどのようにして選びますか】

「読んであげていない」理由としては「家事や仕事で時間がとれない」「テレ

ビ・ビデオなどで物語や童話をみせている」などのほか１歳前後では「子どもが

本に興味を持たない」、５～６歳では「自分で読むので読んであげていない」な

どが挙げられました。 

「主にどこで本を読んであげていますか」の問には、８５％が「自分の家」と

答えました。「図書館で」が５％、「病院などの待合室で」という回答も７％あり

ました。 

「どのように本を選んでいますか」の問いには、４６％が「書店で」２５％が

「図書館で」と答えています。テレビや新聞等で紹介されている本（１１％）や

友人に薦められて選ぶ（８％）など周囲の薦めも多いようです。 

保護者自身の読書量について聞いたところ、「読んでいない」が３４％と、全

体の３分の１を占めました。最も多いのが１～２冊の４２％で、読書の時間がと 

 ９



 

れない人が多いようです。 

「読んでいない」理由についてたずねたところ、「子育てや家事が忙しく読書

の時間が取れない」が５８％で一番多く次いで「ほかにやりたいことがある」が

１５％、「読みたいと思う本が身近にない」が１３％となっています。 

③どんな本がお
もしろいのかわ
からないから

5%

④ほかにやりた
いことがあるから

15%

⑤読みたいと思
う本が身近にな
いから
13%

⑥その他
5%

②子育てや家事
が忙しくて読書の
時間がとれない

から
58%

①本を読むのが
きらいだから

4%

 

①想像力や感性
を育てる
33%

②表現力や創造
性を育てる
23%

③読解力を養う
23%

④知識を豊富に
する
20%

⑦どのような効
果があるかわか

らない
0%

⑥スポーツや音
楽のなど習い事
のほうが成長に
大切だ
0%

⑤読書する必要
性は感じていな

い
0%

⑧その他
1%

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 【保護者が本を読んでいない理由】 【子どもの成長に読書はどのような効果があると考えますか】

 

   子どもの成長と読書の効果についてたずねたところ、「想像力や感性」「表現力

や創造性」「読解力」「知識が豊富になる」が多く、「読書の必要性を感じない」

「音楽やスポーツなど習い事の方が大切」と回答した人はいませんでした。 

   テレビやビデオを見ている１日の平均時間について聞いたところ、「２時間程

度」が一番多く４１％、次いで「３時間程度」２９％、「３時間以上」１７％と

なっています。「見せていない」は回答中１名のみでした。 

 

①１時間以内

13%

②２時間程度

41%

③３時間程度

29%

④３時間以上

17%

⑤見せていない

0%

【テレビやビデオを見ている時間は１日平均どのくらいですか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０



 

  

１．読書の楽しさを 
  ―読書量・読書の趣向・読書環境調査から 

小中高生の読書活動の現状では、本を読まない理由のひとつとして「ほかにや

りたいことがある」という回答が一番多くなっており、より積極的に読書にかか

わるよう、「読書の楽しさがわかるような機会」をどのように提供していくかが

大きな課題となってきます。 

   また、「読みたいと思う本が身近にないから」という回答も小学生や高校生で

は２５％前後あったことから、「身近に本がある環境づくり」が望まれます。 

  また、高校生の不読率は全国平均と比較して少ないものの、中学生世代の読書

活動が低下する傾向にあるため、「読みたいと思う本が身近にない」「どんな本を

読めばいいのかわからない」という子どもを減らし、「いつでもどこでも楽しく

読書活動ができる環境づくり」を目指すことが望まれます。 

 

２．学校図書の充実 
 ―読書環境調査から 

  家庭での読書の割合が高いことは、家庭においてリラックスした自由な時間を

読書にあてていることがうかがえますが、小学生では読書する場所として「学校

の教室や図書室を利用する」が５０％以上となっており、「学校図書の充実」と

「学校図書館や教室での読書活動を促進」することが読書活動を活発にしていく

ものと考えられます。 

 

３．図書館や分庫の利用 

―読書環境調査から 

また、小学生は市の図書館や児童館などの分庫も利用しており、「図書館や分

庫の利用促進」を今後も促進する必要があります。 

   中学生は、「自分の家」の次に「学校の教室や図書室」「友人の家」が本を読む

場所となっており、「仲間と交流しながら気軽に楽しく読書活動」をすることが

効果的と考えられます。 

    

４．家庭での読書活動 

  ―幼稚園・保育園での読書活動・家庭の意識から 

   乳幼児期にあっては、保護者に対し「家庭での読書活動」が子どもの心の発達

に重要な役割を果たすことなどを様々な機会を通して伝えていく必要がありま

す。また、子どもの発達とともに読書活動が広がっていくよう、「幼稚園・保育

園・子育て支援センター・療育センターなどでの読書活動を促進」していきます。 
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５．関係機関の連携・ボランティア活動 
 ―読書量・読書の位置付け・読書環境調査から 

   さらには、学校と市立図書館、地域分庫など子どもの利用が多い読書関連施設

や書店などとの連携して「情報共有や情報提供を進める」必要があります。 

また、学校での読書活動や市立図書館での読書活動に、「地域ボランティアの

積極的な参加を促進」し、地域ぐるみの読書活動が望まれます。そのためには、

「ボランティア活動の活性化のための支援の充実」などが求められます。 

また、高校生は、本を読む習慣がついている生徒が多いと考えられますが「勉

強・習い事がいそがしい」「ほかにやりたいことがある」などの理由で読書量が

少ないため、図書館や利用の多い書店を中心に「情報発信」を様々なかたちで行

い、読書の楽しさや意義を知ってもらう必要があります。 

   そして、子どもの読書活動の充実には「大人の読書活動の充実」が不可欠であ

り、市民全体で広く読書活動を促進することが大切になってきます。 
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１．どこでも読書 

     

  （１）家庭・地域における子どもの読書活動を推進します 

     家庭は、子どもたちが読書する習慣を身につける最初の場です。身近な大

人が身体で触れ合い言葉で話しかけることが、子どもの心の成長と言葉の発

達に大きな役割を果たします。また、親子で本を読んだり聞いたりすること

で感動を共有し信頼感を得ることにより、人間形成に大きな影響を与えます。 

     このため、子どもが初めて本に触れ合う場としての家庭での読書活動を充

実させることが大切となります。 

    ①保護者に家庭での読書の楽しさ・大切さを伝えます 

      市保健センターで実施している８ヶ月健康相談時に、※５市立図書館にあ

る読み聞かせ絵本のリストを保護者に配布し、子どもと絵本の出会いを通

して子育ての楽しさや大切さを伝えるため、ブックスタート支援事業を行

っていきます。また、子どもにどの本を選び与えるかを保護者に学んでも

らう機会とします。 

      また、プレママクラブやハローベビークラブなど出産を控えた市民の学

習に、生まれてくる赤ちゃんへの絵本選びや読書の時間の大切さを伝える

コマを取り入れ、出産準備期間に子どもの読書活動の大切さなどを伝えて

いきます。 

      また、親と子のふれあい教室や家庭教育学級などで子どもと読書のかか

わりについて学ぶ機会を提供していきます。 

②子どもがいつでもどこでも読書活動できる場を提供します 

      就園・就学児童に対しては、学校以外でも読書に対して興味を持ち読書

活動の楽しさを知ってもらうよう、夏休み・冬休み前などに家庭向けの図

書館だよりを発行します。 

      また、放課後など児童館に集まる子どもたちが楽しく読書活動できるよ

う児童館分庫の整備を促進し、地域分庫としての役割を充実させていきま

す。 

       

（２）図書館における子どもの読書活動を推進します 

     図書館では、地域の情報拠点として本・雑誌・新聞などの活字情報やビデ

オ・ＣＤなどの映像や音響情報を揃え、市民が活用する場です。また、市民

の読書施設として本を読んだり、本を通して調べものをするなど生涯学習の

拠点としての役割を果たしています。 

子どもが図書館で自分の読みたい本を自由に選び読むことが出来る環境

や、読み聞かせ会などの行事に参加することで読書のきっかけづくりを提供

します。 
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また、学校をはじめとして子どもたちの読書活動に関わる団体や施設に

対して支援や協力をしていくことも大きな役割のひとつとなってきます。   

 

①市立図書館の機能を活かした読書活動を推進します 

      図書館に揃えているたくさんの絵本の中から、司書が選書して赤ちゃん

と絵本の出会いをアドバイスします。 

小学校との連携では、学校での調べもの学習で来館する子どもたちへの
※６レファレンスサービスの充実に努め、学校図書担当者との連絡会議を持

ちながら、授業で図書館を利用する子どもたちがより利用しやすい図書館

づくりに努めていきます。 

また、市内小学校に学級分庫として図書館の児童書を定期的に循環させ

ながら貸出する※７学校巡回図書推進事業（クリオネ分庫）を促進していき

ます。 

    ②子どもが利用しやすい図書館づくりに努めます 

      子どもたちが楽しく図書館に利用し、読書習慣のきっかけづくりとなる

よう、さまざまな工夫や事業を提供していく必要があります。 

このため、読み聞かせ会等の開催のほか、児童書コーナーは、子どもが

わかりやすい本棚づくりに努めます。 

また、選書のアドバイスなどをする図書館ボランティアによる読書アド

バイザーが、来館した子どもや大人に気軽に声をかけてくれる図書館を目

指します。 

      また、図書館について理解し興味を持ってもらうため、子ども一日図書

館体験教室などを開設します。 

      毎年の「子ども読書日」には、読書活動啓発のため工夫をこらした事業

を企画していきます。 

    ③大人も子どもも楽しく読書活動する環境づくりをします 

      図書館の蔵書の整備充実を図り、利用しやすい図書館づくりを目指し、

資料提供の充実のため他図書館とのネットワークの充実やインターネッ

トで蔵書の検索が可能になるシステムも構築していきます。 

      また、図書館ボランティアや読み聞かせサークルなど読書活動関連団

体・サークルの自主的な活動を支援するため読み聞かせや朗読などの講座

を開設しボランティアの養成を図る一方、連携事業により幅広い図書館事

業（図書館まつりなど）を展開していきます。 

 

 

 

 

 １４



 

※
８ 

地
域
分
庫 

市
内
８
カ
所
に
分
庫
を
開

設
し
て
い
ま
す 

も
こ
と
分
庫

中
央
地
区
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
内
・
毎
週
土

曜
日
13
時
～
15
時
開
館
・
２
、

６
５
４

 冊

北
分
庫

北
児
童
館
内
・
児
童

館
開
館
時
間
内
・
１
、
０
０
０

冊 西
分
庫

西
児
童
館
内
・
児
童

館
開
館
時
間
内
・
１
、
７
０
０

冊 つ
く
し
分
庫

つ
く
し
児
童

セ
ン
タ
ー
内
・
児
童
館
開
館
時

間
内
・
１

７
０
０
冊 

、

潮
見
分
庫

潮
見
児
童
セ
ン

タ
ー
内
・
児
童
館
開
館
時
間

内
・
２
、
３

０
冊 

０

よ
び
と
分
庫

呼
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
・
火
～
日

曜
日
９
時
～

22
時
・
２

７
７

９
冊 

ふ
れ
愛
分
庫

西
網
走
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ
ー
・
木
～
火
曜

日
９
時
～
22
時
・
２
、
９
１

７
冊 

う
ら
し
べ
つ
分
庫

浦
士
別

郵
便
局
内
・
月
～
金
曜
日
９
時

～
17
時
・
４
４
５
冊 

 

２．楽しく読書 

  （１）幼稚園・保育園での読書活動を推進します 

     幼稚園・保育園は、家庭ではじめて本に出会った子どもが、次のステップ 

 

として家庭とは異なった多様な読書活動を経験していく場です。 

     特に読み聞かせは、子どもたちに豊な感情を芽生えさせ、言葉の発達と想

像力を培う大切な時間です。読む側と聞く子どもたちのコミュニケーション

を図りながら、楽しい読書活動を行うことが大切です。 

    ①読書活動で心豊な子どもを育てます 

      1 日 1 回は読書活動の時間をもうけ、絵本の読み聞かせや紙芝居など、

本と触れ合う時間を充実させます。また、絵本・紙芝居など図書資料の整

備し、子どもの心に語りかけ響くような絵本などの図書資料の収集に心が

け、図書館などの団体貸し出しを利用しながら子どもの心の成長にふさわ

しい選書を促進します。 

      読書活動は、幼稚園や保育園の職員による読み聞かせばかりでなく、地

域の読み聞かせサークルや保護者、小中高生のボランティアなどを積極的

に受け入れ、バラエティに富んだ楽しい読み聞かせの時間をつくるよう心

がけていきます。また、幼稚園や保育園で読み聞かせなどに使用する絵本

などは積極的に家庭への貸し出しを行い、子どもの心の成長を家庭と連携

して見守るようにします。 

    ②地域とのつながりを深めます 

      休園日などには、園を開放し、地域の子どもたちへの読み聞かせ会など

読書活動の輪を地域に広げ、周辺地域と園とが連携した読書活動を促進し

ます。 

 

（２）児童館・子育て支援センター・幼児療育センターでの読書活動の推進 

     児童館では、放課後の子どもたちが楽しく読書活動できるよう※８地域分庫

としての役割を充実させていきます。 

     乳幼児の子育てを支援している子育て支援センターには司書や読み聞か

せボランティアが出向き、読み聞かせや読書指導を行い、乳幼児期の子育て

を支援していきます。 

     また、幼児療育センターと連携し、触れて楽しめる布絵本やエプロンシア

ターなどを積極的に活用して、障がいを持った子どもの心のケアを支援とな

るような読書活動を促進していきます。 
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（３）学校での読書活動の推進 

     学校の読書活動により、自ら本を選び読書を楽しむ態度を身につけること

が望まれます。また、読書活動により読解力や表現力を身につけ、本を通し

て様々なことを学び自己判断力を高めることができます。 

     学校での読書活動では、教科や総合的な学習の時間、特別活動の時間など

で学校図書館を利用したり市立図書館を利用するなどを推進してきましたが、 

 

    今後も、子どもの主体性を持った読書活動の展開が望まれます。 

     また、障がいをもった子どもたちには、子どもの発達段階や障がいの状態 

に応じた図書の選定を行いながら読書活動を促進していきます。 

①本との楽しい出会いをつくります 

     学校での一斉１０分間読書を推進していきます。 

全校一斉に（学級，学年によるものもある）毎日、ホームルームや授業が始

まる前の１０分間など、先生・子どもそれぞれ持参した好きな本を自由に読

みます。全国では小・中・高の全校一斉実践校は１０,０００を超えていま

す。(朝の読書推進協議会調べ―平成１５年４月）それぞれの学校の特色を

生かした手法で無理なく推進していくことが大切です。 

また、小学校では、地域のボランティアや保護者のサークルが学校に出向

き、休み時間などを利用した読み聞かせや学校図書の修理を手伝う活動が盛

んになってきています。今後もこうした学校で行われる地域の方々や保護者

の読書活動を支援し、学校休業日や放課後の学校図書館の地域開放も、地域

の方々の協力を得ながら推進します。 

また、学校で子どもたちが読書活動を始めるきっかけづくりとして学校巡

回図書推進事業（クリオネ分庫）を推進します。 

   ②学校図書館の整備・充実を図ります 

     学校生活で一番身近な学校図書館の整備・充実を進めていきます。学校図

書館法により平成１５年４月１日以降１２学級以上の学校について司書教

諭を置くことが定められており、現在小学校４校、中学校１校に配置されて

います。しかし、学級担任との兼任となっており、図書の書架整理等に中々

時間をとることができない状況があります。 

資料収集の充実や図書の修理・整頓など使いやすい図書館づくりを推進す

るには、専任司書の配置が望まれるほか保護者等の図書館ボランティアの受

け入れを促進し、空き教室などを活動スペースに地域住民の支援を受け入れ

る体制の整備に努めます。 
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３．みんなで読書 

  （１）市民みんなで子どもの読書活動を支援していきます 

少子・核家族にあっては地域のいろいろな場所で読書活動が行われること

が望ましく、地域全体が子どもたちを支援する役割を担っています。 

     このため、市民がそれぞれの立場からできることを支援していくことが大

切です。学校をはじめ、保育園・幼稚園などの関連施設では読み聞かせサー

クルなどの活用を積極的に行い、子どもたちに多様で楽しい読書活動を提供

していきます。また、書店と市立図書館や学校が連携したり、情報を共有し

ながら、網走市の子ども達への読書活動の啓発や優良図書の推奨などを促進

します。 

また、市内のコミュニティセンターなどを中心に読書関連事業を開催する 

など地域ぐるみの読書活動を推進します。 

     また、大学との連携を推進し、専門書の貸し出しや地域への大学図書館の 

開放を働きかけていきます。 

 

  （２）大人の読書活動を推進します 

     本が好きな子どもを育てるには、本が好きな大人がいることが大切です。

このため、市民全体の読書活動を促進するために市立図書館では魅力ある図

書館づくりを行い、様々なサービスの充実に努めていきます。 

また、地域分庫の整備や団体貸し出しなど、地域読書活動の支援を促進し

ていきます。 

 

 （３）読書活動に関する情報提供を推進します 

     市広報紙や図書館だより、ホームページなどを媒体に読書活動に関するＰ

Ｒに努めます。 

特に市立図書館の便利な活用方法について周知を図り、市民の書斎として

の利用促進に努めます。 

また、※9 子ども読書の日や※10 読書週間、子どもための読書関連事業やサ

ービスの仕組みについてＰＲするなど市全体で推進の気運を高めていきま

す。 

また、読書活動のボランティアを行っている市民には国や北海道をはじめ

とする様々なうごき、制度、サービスなどについての情報提供を行い、活動

について支援していきます。 
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網走市子どもの読書活動推進計画事業一覧 

 

１．どこでも読書 

 
 （１）家庭・地域における子どもの読書活動を推進します 

主な事業 事業内容 対象 実施主体 事業実績 

①保護者に家庭での読書の楽しさ・大切さを伝えます。 

1 ブックスタート支援 ８ヶ月児健康相談時に読み聞

かせ絵本のリスト配布や本と

出会い、図書館の利用の仕方

などを学習する機会を提供し

ます。 

８ヶ月児の

保護者 

健康管理課 

図書館 

継続 

０歳からのはじめ

て絵本 

2 家庭教育学級での読

書活動 

家庭教育学級等でオススメ図

書のリスト配布や読み聞かせ

の仕方など、子育てと読書の

関わりの大切さを学習する機

会を提供します。 

就学前児童

小学生 

中学生 

社会教育課 

図書館 

新規 

3 プレママクラブ・ハ

ローベビークラブで

の読書活動 

プレママのための読書紹介や

胎教の図書・ＣＤなど出産前

の保護者へ子どもとの読書時

間の大切さ、音・言葉の大切

さを知ってもらう機会を提供

します。 

出産前の親 健康管理課 

図書館 

新規 

②子どもがいつでも読書活動できる場を提供します。 

1 おすすめ図書の紹介 夏・冬休み前など家庭向けに

読書紹介の図書館だよりを発

行します。 

保育園児 

幼稚園児 

小学生 

中学生 

図書館 拡充 

2 児童館分庫の充実 児童館に集まる子どもたちが

楽しく読書できるよう図書の

整備と貸し出しの充実に努め

ます。 

また、地域分庫として親子で

読書できるよう一般書の充実

も図ります。 

児童 

一般 

児童家庭課 

図書館 

北・西・つくし・

潮見各分庫 

 

拡充 

桂町・駒場など 

 

 
（２）図書館における子どもの読書活動を推進します 

主な事業 事業内容 対象 実施主体 事業実績 

①市立図書館の機能を活かした読書活動の推進を図ります。 

1 子どものへのレファ

レンスサービスの充

実 

学校でのしらべもの学習で来

館する子どもたちへの学習相

談や資料提供の充実に努めま

す。 

小学生 図書館 継続 

2 分庫の充実 身近な読書活動を促進するた

め地域分庫がより使いやすく

親しまれるよう分庫管理者と

連携を図っていきます。 

市民 図書館 北・西・潮見・つ

くし・もこと・よ

びと・うら しべ

つ・ふれ愛（８分

庫） 

拡充 

桂町・駒場など 
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主な事業 事業内容 対象 実施主体 事業実績 

3 学校への読書活動支

援 

学校での読書活動支援として

図書館の図書の学級巡回貸し

出しを行います。 

小学校低学

年 

図書館 

市内小学校 

クリオネ分庫 

（平成16年度実績

網走小･南小･中央

小） 

拡充 

②子どもが利用しやすい図書館づくりをします。 

1 児童書コーナーへの

ボランティア参加に

よる読書アドバイザ

ーの配置 

子どもがわかりやすい棚づく

りに努め、市民ボランティア

が図書館内で子どもに選書ア

ドバイスをします。 

市民 図書館 新規 

2 子ども達が図書館の

仕事を体験する機会

の提供 

図書館について理解を深め利

用の促進と本への興味を図る

ため子ども一日図書館司書体

験などの事業を開設します。

小学生 図書館 新規 

3 読み聞かせ会の開催 図書館内「えほんのもり」で

毎週土曜日にボランティアに

よる読み聞かせ会を開催しま

す。 

幼児 

小学生 

図書館 継続 

毎週土曜日 

4 サークルが実施 

(平成 16 年度実績

子 668 名大人 340

名参加) 

4 子ども読書の日の啓

発・広報 

子ども読書日に読書活動の啓

発事業を企画開催します。 

幼児 

小学生 

図書館 継続 

 

③大人も子どもも楽しく読書する環境をつくります。 

1 図書の整備・充実 蔵書の整備充実に努め、大人

と子どもの読書の推進を図り

ます。 

市民 図書館 継続 

2 ボランティア養成講

座の実施 

読み聞かせなどボランティア

サークルのための養成講座を

実施し自主的な活動を育成し

ます。また、小中高生の読み

聞かせサークルの育成に努め

ます。 

市民 図書館 継続 

(平成 16 年度実績

3 インターネット蔵書

検索システムの開設

図書館ホームページから蔵書

検索が可能になるシステムを

開設し、様々な場所から図書

資料の検索ができるようにし

ます。 

市民 図書館 新規 

4 図書館ネットワーク

の充実による資料提

供の充実 

国会図書館、道立図書館・近

隣図書館とのネットワークに

よる資料提供の充実を図りま

す。 

市民 図書館 継続 

5 市民の読書活動を生

かす場としての図書

館づくり 

市民による「私のオススメ図

書」を紹介していきます。 

市民 図書館 新規 

6 図書館利用者の拡充 図書館まつりなどを開催し、

図書館入館者の拡充を図りま

す。 

市民 図書館 継続 

7 ボランティアと図書

館が連携した事業の

展開 

ボランティア活動と連携して

図書館の機能を活かした事業

を推進していきます。 

市民 図書館 拡充 
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２．楽しく読書 

 
 （１）幼稚園･保育園･子育て支援センター･療育センターでの読書活動を推進します 

主な事業 事業内容 対象 実施主体 事業実績 

①読書活動で心豊な子どもを育てます。 

1 読み聞かせの時間の

充実 

１日１回、読み聞かせの時間

をつくります。 

幼児 各施設 継続 

子どもが楽しんで読むことが

できる図書の整備を促進しま

す。 

幼児 各施設 継続 2 絵本・紙芝居などの

図書資料の整備を促

進 

図書館の団体貸し出しの利用

を促進し読書活動を充実させ

ます。 

幼児 各施設 継続 

3 障がいを持った子ど

もの読書活動による

ケアの支援 

布絵本、エプロンシアターな

どで楽しい読書活動により障

がいを持った子どもの心のケ

アに役立てます 

幼児 社会福祉課 拡充 

4 子育て支援センター

での読書活動の促進

親子の読書活動を支援するた

め子育て支援センターでの読

み聞かせや読書指導を実施す

る。 

乳幼児 

保護者 

児童家庭課 

図書館 

継続 

②家庭とのつながりを深めます。 

1 地域の子どもや保護

者への園の開放 

休園日の地域開放を促進し読

書活動への理解を広めます。

市民 幼稚園 拡充 

2 絵本などの貸し出し 家庭への貸し出しを実施し家

庭との連携を図ります。 

幼児 各施設 拡充 

3 学校図書担当者との

連絡・連携 

学校図書室と市立図書館の情

報交換や協力体制を図るため

学校担当者との連絡会議を開

催します。 

図書館 

市内小中学

校 

図書館 継続 

学校図書担当者連

絡会議 

 
（３）学校での読書活動を推進します 

主な事業 事業内容 対象 実施主体 事業実績 

①本との楽しい出会いをつくります。 

1 １０分間読書の推進 授業前・休み時間など利用し

読書活動の普及を図ります。

小学校 

中学校 

高 校 

管理課 

 

北海道 

拡充 

2 ＰＴＡや地域ボラン

ティアによる読み聞

かせ活動の促進 

市内小学校でのＰＴＡや地域

ボランティアの協力により読

み聞かせ活動や図書室の利用

促進を支援します。 

小学校 管理課 （網走小・ 中央

小・南小・西小へ

活動費補助） 

拡充 

3 休業日等における学

校図書館の地域解

放を促進 

地域住民の学校図書活動の理

解を深め協力体制が得られる

ような地域開放を進めます。

小学校 管理課 （中央小） 

拡充 

4 市立図書館との連携

で読書活動の機会を

充実 

学校での読書活動支援として

図書館の図書の学級巡回を行

います。 

小学校 管理課 

図書館 

クリオネ分庫 

（平成 16 年度実績

モデル校３校） 

拡充 

 

 ２０



5 団体貸し出しの利用

促進 

図書館の団体貸し出しの利用

を促進し読書活動を充実させ

ます。 

小学校 

中学校 

高 校 

 

図書館 

 

北海道 

継続 

②学校図書館の整備・充実を図ります。 

1 司書教諭の配置 司書教諭の配置を行い、学校

図書館の利用促進を図りま

す。 

小学校 

中学校 

教育委員会 拡充 

2 学校図書館の図書の

整備 

子どものニーズを把握しなが

ら図書の整備を計画的に進め

ます。 

小学校 

中学校 

高 校 

教育委員会 

 

北海道 

拡充 

3 空き教室を読書活動

スペースとしての活

用を促進 

学校の空き教室を読み聞かせ

サークルの活動室や生徒の読

書活動の利用促進を図りま

す。 

小学校 

中学校 

高 校 

教育委員会 

 

北海道 

拡充 

4 学校図書担当者との

連絡・連携 

学校図書館と市立図書館の情

報交換や協力体制を図るた

め、また学校間の情報交換の

場として連絡会議を開催しま

す。 

図書館 

市内小中学

校 

図書館 継続 

学校図書担当者連

絡会議 

 

３．みんなで読書 

 
 （１）市民みんなで子どもの読書活動を推進します 

主な事業 事業内容 対象 実施主体 事業実績 

①ボランティア活動を支援していきます。 

1 ボランティア活動の

支援 

ボランティア活動を促進し、

学校内での幅広い読書活動に

協力します。 

市民 教育委員会 拡充 

2 ボランティア養成講

座の実施 

読み聞かせなどボランティア

サークルのための養成講座を

実施して自主的な活動を育成

します。 

市民 図書館 継続 

②関連機関との連携を図ります。 

1 書店との連絡・連携 書店と図書館、読書活動関連

施設が連携しそれぞれが子ど

も達への優良図書の推奨をＰ

Ｒしていきます。 

市民 各課 拡充 

2 大学図書館との連携 市立図書館と大学図書館の相

互貸借ができるよう整備を進

めます。 

市民 図書館 拡充 

3 コミュニティセンタ

ー（分庫）との連携

地域コミュニティセンターと

連携した読書活動の促進を図

ります。 

市民 図書館 拡充 

 

 

 

 

 

 ２１



 
 （２）大人の読書活動を推進します 

主な事業 事業内容 対象 実施主体 事業実績 

魅力ある図書館作りを推進します。 

1 魅力ある資料の収集 市民の学習要求や学習課題に

対応した図書の収集に努めま

す。 

市民 図書館 継続 

2 高齢者や障がい者の

読書活動支援 

高齢者や障がい者への読書サ

ービスに努めます。 

市民 図書館 継続 

3 蔵書目録のインター

ネット公開 

自宅や図書館以外でも蔵書が

調べられるようインターネッ

トで公開します。 

市民 図書館 新規 

4 地域分庫の整備 図書館から遠隔に住む市民の

ため地域分庫の整備を図りま

す。 

市民 図書館 継続 

5 団体貸し出しの促進 団体貸し出しを促進し、地域

の読書活動を支援します。 

市民 図書館 継続 

 
（３）読書活動に関する情報提供を促進します 

主な事業 事業内容 対象 実施主体 事業実績 

市民に読書活動への理解を広げていきます。 

1 読書活動のＰＲ促進 広報市へのＰＲ、図書館便り、

ホームページ等で読書活動に

ついてのＰＲに努めます。 

市民 図書館 継続 

2 読書活動に関する情

報提供 

読書活動サークルや団体に、

国・北海道を始めとする様々

な情報を提供しながら活動を

支援します。 

市民 社会教育課 

図書館 

継続 

 

 ２２



 

  

 

 ２３

おわりに 

 

 

 

 

この計画は、国、道、市、関係団体の協力・連携を図るとともに

市民ボランティアによる細やかでかつ広がりのある読書活動を重

視しながら推進していきます。 

。 

 本計画を効果的に推進するため、子どもの読書活動推進のための

庁内連絡会議を設置し、本計画に計上した事業の進捗状況を把握

し、事業の継続的な進行管理を行っていきます

 また、子どもの読書活動に関する実態調査を最終年に実施し計画

の達成度を評価するとともに、必要に応じて計画の見直しや検討を

行っていきます。 



網走市子どもの読書活動推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網走市教育委員会 



調査のあらまし（小学校・中学校・高校） 

 

１．目 的 

本市における子どもの読書活動の現状を把握することにより、読書活動におけ

る課題を探り、課題解決のための方策を盛り込んだ「網走市子どもの読書活動推

進計画」を策定するため。 

 

２．実施主体 

網走市教育委員会・網走市子どもの読書活動推進計画庁内検討委員会 

 

３．実施方法 

（１）調査対象 市内の小学校、中学校、高等学校（うち協力校２校）の全生徒 

（２）調査方法 当該校の学級活動時等を利用してもらい、質問に対し挙手によ 

      る回答の集計を学級担任に依頼します。 

（３）調査期間 平成１６年１２月 

（４）集計期間 平成１７年１月 

 

４．アンケート回収率 

 

 小学校９校 中学校６校 高校２校 

生徒数 ２，２４１ １，１９０ １，０６１ 

回収数 ２，１８７ １，０４６ １，０４９ 

回収率 ９８％ ８８％ ９９％ 

 

 

５．アンケート集計 

 

（１）小学校（学年別） 

 

問１ あなたは、１ヶ月平均何冊の本を読みますか 

学年 人数 ①読んでいない ②１冊～２冊 ③３冊～４冊④５冊～10 冊 ⑤11 冊以上 

1 年 375 39 83 66 67 114 

割合 17.1% 10.4% 22.1% 17.6% 17.9% 30.4% 

２年 316 22 52 49 97 89 

割合 14.4% 7.0% 16.5% 15.5% 30.7% 28.2% 

３年 364 56 108 95 50 45 

割合 16.6% 15.4% 29.7% 26.1% 13.7% 12.4% 

４年 377 34 91 78 79 81 

割合 17.2% 9.0% 24.1% 20.7% 21.0% 21.5% 

５年 383 57 107 45 82 90 

割合 17.5% 14.9% 27.9% 11.7% 21.4% 23.5% 

６年 372 55 119 67 62 72 

割合 17.0% 14.8% 32.0% 18.0% 16.7% 19.4% 

 ２４



問２ 問１で「①読んでいない」と答えた方にお聞きします。読んでいない理由を教えて

ください。（複数回答） 

学年 

人数 

①本を読むの

がきらいだか

ら 

②勉強や、習い

事、塾などが忙

しくて読む時

間がない 

③どんな本を

読めばいいの

かわからない

から 

④ほかにやり

たいことがあ

る 

⑤読みたいと思

う本が身近にな

いから 

1 年 39 11 10 12 11 10 

割合 10.4% 28.2% 25.6% 30.8% 28.2% 25.6% 

２年 22 5 4 4 14 8 

割合 7.0% 22.7% 18.2% 18.2% 63.6% 36.4% 

３年 56 7 11 16 25 15 

割合 15.4% 12.5% 19.6% 28.6% 44.6% 26.8% 

４年 34 13 2 9 20 15 

割合 9.0% 38.2% 5.9% 26.5% 58.8% 44.1% 

５年 57 9 2 12 36 28 

割合 14.9% 15.8% 3.5% 21.1% 63.2% 49.1% 

６年 55 21 6 7 23 24 

割合 14.8% 38.2% 10.9% 12.7% 41.8% 43.6% 

 

 

問３ あなたは主にどこで本を読みますか。（複数回答） 

学年 

人数 

①自分の

家で 

②学校の

図書室や

教室で 

③友だち

の家で 

④市の図

書館で 

⑤児童館

の文庫で

⑥バスや

汽車の中

で 

⑦その他

1 年 375 246 247 68 172 80 45 24 

割合 17.1% 65.6% 65.9% 18.1% 45.9% 21.3% 12.0% 6.4% 

２年 316 230 235 68 168 81 16 46 

割合 14.4% 72.8% 74.4% 21.5% 53.2% 25.6% 5.1% 14.6% 

３年 364 263 238 59 133 54 41 55 

割合 16.6% 72.3% 65.4% 16.2% 36.5% 14.8% 11.3% 15.1% 

４年 377 307 221 48 123 45 64 47 

割合 17.2% 81.4% 58.6% 12.7% 32.6% 11.9% 17.0% 12.5% 

５年 383 330 159 80 120 49 44 66 

割合 17.5% 86.2% 41.5% 20.9% 31.3% 12.8% 11.5% 17.2% 

６年 372 354 142 103 67 17 30 42 

割合 17.0% 95.2% 38.2% 27.7% 18.0% 4.6% 8.1% 11.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２５



問４ あなたは、どのようにして自分で読む本を選びますか（複数回答可） 

学年 

人数 

①書店で

選んで買

って 

②学校の

図書室に

ある本を

選んで 

③教室に

ある本を

選んで 

④市の図

書館や分

庫に行っ

て選んで

借りて 

⑤親など

が選んで

すすめて

くれた本

⑥友だち

が「おも

し ろ い

よ」と教

えてくれ

た本 

⑦テレビ

やラジオ

で紹介し

ている本 

⑧その他

1 年 375 145 154 239 156 101 93 55 8 

割合 17.1% 38.7% 41.1% 63.7% 41.6% 26.9% 24.8% 14.7% 2.1% 

２年 316 161 191 212 154 100 85 30 38 

割合 14.4% 50.9% 60.4% 67.1% 48.7% 31.6% 26.9% 9.5% 12.0%

３年 364 149 207 127 138 105 90 40 20 

割合 16.6% 40.9% 56.9% 34.9% 37.9% 28.8% 24.7% 11.0% 5.5% 

４年 377 206 142 97 158 64 90 35 37 

割合 17.2% 54.6% 37.7% 25.7% 41.9% 17.0% 23.9% 9.3% 9.8% 

５年 383 240 148 104 162 105 136 76 64 

割合 17.5% 62.7% 38.6% 27.2% 42.3% 27.4% 35.5% 19.8% 16.7%

６年 372 243 100 76 94 60 148 41 48 

割合 17.0% 65.3% 26.9% 20.4% 25.3% 16.1% 39.8% 11.0% 12.9%

 

 

問５ あなたはどんな内容の本が好きですか（複数回答可） 

学年 

人数 

①絵本 ②小説
（物語、童

話など） 

③ドキュ

メント・

ルポルタ

ージュ

④科学も

の 

⑤実用書
（趣味・ス

ポ ー ツ な

ど） 

⑥まんが

（コミッ

ク・週刊誌

など含む）

⑦雑誌 ⑧その他

1 年 375 210 159 89 176 102 247 97 19 

割合 17.1% 56.0% 42.4% 23.7% 46.9% 27.2% 65.9% 25.9% 5.1% 

２年 316 157 194 114 160 123 248 78 24 

割合 14.4% 49.7% 61.4% 36.1% 50.6% 38.9% 78.5% 24.7% 7.6% 

３年 364 113 151 96 134 135 291 93 30 

割合 16.6% 31.0% 41.5% 26.4% 36.8% 37.1% 79.9% 25.5% 8.2% 

４年 377 55 192 124 123 165 300 165 23 

割合 17.2% 14.6% 50.9% 32.9% 32.6% 43.8% 79.6% 43.8% 6.1% 

５年 383 57 262 147 103 210 349 205 39 

割合 17.5% 14.9% 68.4% 38.4% 26.9% 54.8% 91.1% 53.5% 10.2%

６年 372 23 210 117 52 136 349 169 34 

割合 17.0% 6.2% 56.5% 31.5% 14.0% 36.6% 93.8% 45.4% 9.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 ２６



問６ あなたは、どういうときに本を読みたいと思いますか（複数回答可） 

学年 

人数 

①わから
ないこと
があって
本で調べ
たい 

②映画や
テレビド
ラマなど
を見て原
作を読み
たい 

③ひまで
ほかにす
ることが
ない 

④病院や
床屋など
で待ち時
間がある
とき 

⑤困った
ときや悩
み事があ
るとき 

⑥自分の
趣味や研
究を深め
ようと思
ったとき

⑦進学・
進路・生
き方を考
える参考
に 

⑧その他

1 年 375 168 172 282 226 73 83 10 15 

割合 17.1% 44.8% 45.9% 75.2% 60.3% 19.5% 22.1% 2.7% 4.0% 

２年 316 174 132 249 210 46 111 31 43 

割合 14.4% 55.1% 41.8% 78.8% 66.5% 14.6% 35.1% 9.8% 13.6%

３年 364 220 133 269 214 37 123 35 52 

割合 16.6% 60.4% 36.5% 73.9% 58.8% 10.2% 33.8% 9.6% 14.3%

４年 377 157 90 324 246 27 123 19 77 

割合 17.2% 41.6% 23.9% 85.9% 65.3% 7.2% 32.6% 5.0% 20.4%

５年 383 181 166 346 273 55 168 72 77 

割合 17.5% 47.3% 43.3% 90.3% 71.3% 14.4% 43.9% 18.8% 20.1%

６年 372 130 134 336 228 21 111 30 58 

割合 17.0% 34.9% 36.0% 90.3% 61.3% 5.6% 29.8% 8.1% 15.6%

 

 

 

（２）中学校 

問１ あなたは、１ヶ月平均何冊の本を読みますか 

学年 人数 ①読んでいない ②１冊～２冊 ③３冊～４冊④５冊～10 冊 ⑤11 冊以上

1 340 66 124 39 43 48 

割合 32.5% 19.4% 36.5% 11.5% 12.6% 14.1% 

2 316 52 95 54 51 48 

割合 30.2% 16.5% 30.1% 17.1% 16.1% 15.2% 

3 390 104 125 45 39 47 

 

 

問２ 問１で「①読んでいない」と答えた方にお聞きします。読んでいない理由を教え

てください。（複数回答） 

学年 

人数 

①本を読むのが

きらいだから 

②勉強や、習い

事、塾などが忙し

くて読む時間が

ない 

③どんな本を

読めばいいの

かわからない

から 

④ほかにやり

たいことがあ

る 

⑤読みたいと

思う本が身近

にないから 

1 年 18 6 5 58 16 18 

割合 27.3% 9.1% 7.6% 87.9% 24.2% 27.3% 

２年 5 8 5 33 7 5 

割合 9.6% 15.4% 9.6% 63.5% 13.5% 9.6% 

３年 19 9 22 42 37 19 

 

 

 

 ２７



問３ あなたは主にどこで本を読みますか。（複数回答） 

学年 

人数 

①自分の

家で 

②学校の

図書室や

教室で 

③友だち

の家で 

④市の図

書館で 

⑤児童館

の文庫で

⑥バスや

汽車の中

で 

⑦その他

1 年 340 111 53 29 3 8 34 236 

割合 32.5% 32.6% 15.6% 8.5% 0.9% 2.4% 10.0% 69.4% 

２年 316 110 40 16 1 7 18 274 

割合 30.2% 34.8% 12.7% 5.1% 0.3% 2.2% 5.7% 86.7% 

３年 390 31 20 24 2 9 10 273 

割合 37.3% 7.9% 5.1% 6.2% 0.5% 2.3% 2.6% 70.0% 

  

 

問４ あなたは、どのようにして自分で読む本を選びますか（複数回答可） 

学年 

人数 

①書店で

選んで買

って 

②学校の

図書室に

ある本を

選んで 

③教室に

ある本を

選んで 

④市の図

書館や分

庫に行っ

て選んで

借りて 

⑤親など

が選んで

すすめて

くれた本

⑥友だち

が「おも

し ろ い

よ」と教

えてくれ

た本 

⑦テレビ

やラジオ

で紹介し

ている本 

⑧その他

1 年 340 207 24 5 59 43 87 48 25 

割合 32.5% 60.9% 7.1% 1.5% 17.4% 12.6% 25.6% 14.1% 7.4% 

２年 316 218 28 1 26 26 113 45 29 

割合 30.2% 69.0% 8.9% 0.3% 8.2% 8.2% 35.8% 14.2% 9.2% 

３年 390 178 27 3 75 18 96 53 38 

割合 37.3% 45.6% 6.9% 0.8% 19.2% 4.6% 24.6% 13.6% 9.7% 

 

 

問５ あなたはどんな内容の本が好きですか（複数回答可） 

学年 

人数 

①絵本 ②小説
（物語、童

話など） 

③ドキュ

メント・

ルポルタ

ージュ

④科学も

の 

⑤実用書
（趣味・ス

ポ ー ツ な

ど） 

⑥まんが

（コミッ

ク・週刊誌

など含む）

⑦雑誌 ⑧その他

1 年 340 12 155 48 18 95 261 184 12 

割合 32.5% 3.5% 45.6% 14.1% 5.3% 27.9% 76.8% 54.1% 3.5% 

２年 316 13 131 42 10 50 255 152 11 

割合 30.2% 4.1% 41.5% 13.3% 3.2% 15.8% 80.7% 48.1% 3.5% 

３年 390 10 168 39 13 68 233 187 17 

 37.3% 2.6% 43.1% 10.0% 3.3% 17.4% 59.7% 47.9% 4.4% 
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問６ あなたは、どういうときに本を読みたいと思いますか（複数回答可） 

学年 人数 

①わから
ないこと
があって
本で調べ
たい 

②映画や
テレビド
ラマなど
を見て原
作を読み
たい 

③ひまで
ほかにす
ることが
ない 

④病院や
床屋など
で待ち時
間がある
とき 

⑤困った
ときや悩
み事があ
るとき 

⑥自分の
趣味や研
究を深め
ようと思
ったとき 

⑦進学・進
路・生き方
を考える
参考に 

⑧その他

1 年 340 56 103 281 122 16 73 27 60 

割合 32.5% 16.5% 30.3% 82.6% 35.9% 4.7% 21.5% 7.9% 17.6% 

２年 316 29 66 211 65 14 38 8 27 

割合 30.2% 9.2% 20.9% 66.8% 20.6% 4.4% 12.0% 2.5% 8.5% 

３年 390 30 109 213 62 14 56 22 26 

割合 37.3% 7.7% 27.9% 54.6% 15.9% 3.6% 14.4% 5.6% 6.7% 

 

 

（３）高校 

問１ あなたは、１ヶ月平均何冊の本を読みますか 

人数 ①読んでいない ②１冊～２冊 ③３冊～４冊 ④５冊～10 冊 ⑤11 冊以上 

1,049 153 380 163 203 122 

100% 15% 36% 16% 8% 12% 

 

 

問２ 問１で「①読んでいない」と答えた方にお聞きします。読んでいない理由を教え

てください。（複数回答） 

人数 

①本を読むのがき

らいだから 
②勉強や、習い

事、塾などが忙し

くて読む時間がな

い 

③どんな本を読

めばいいのかわか

らないから 

④ほかにやりた

いことがある 

⑤読みたいと思

う本が身近にない

から 

153 34 56 13 70 53 

100% 22.2% 36.6% 8.5% 45.8% 34.6% 

 

 

問３ あなたは主にどこで本を読みますか。（複数回答） 

人数 

①自分の家

で 

②学校の図

書室や教室

で 

③友だちの

家で 

④市の図書

館で 

⑤児童館の

文庫で 

⑥バスや汽

車の中で 

⑦その他 

1,049 758 97 110 81 3 91 118 

100% 72.3% 9.2% 10.5% 7.7% 0.3% 8.7% 11.2% 
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問４ あなたは、どのようにして自分で読む本を選びますか（複数回答可） 

人数 

① 書 店 で

選 ん で 買

って 

②学校の図

書室にある

本を選んで 

③教室にあ

る本を選ん

で 

④市の図書

館や分庫に

行って選ん

で借りて 

⑤親などが

選んですす

めてくれた

本 

⑥友だちが

「おもしろ

いよ」と教

えてくれた

本 

⑦テレビや

ラジオで紹

介している

本 

⑧その他 

 

1,049 
551 49 2 173 57 253 143 83 

100% 
52.5% 4.7% 0.2% 16.5% 5.4% 24.1% 13.6% 7.9% 

 

 

問５ あなたはどんな内容の本が好きですか（複数回答可） 

人数 

①絵本 ②小説（物

語、童話な

ど） 

③ドキュ

メント・ル

ポルタージ

ュ 

④科学も

の 

⑤実 用 書
（趣味・スポ

ーツなど）

⑥まんが

（ コ ミ ッ

ク・週刊誌な

ど含む） 

⑦雑誌 ⑧その他

1,049 69 434 96 41 205 583 454 47 

100% 6.6% 41.4% 9.2% 3.9% 19.5% 55.6% 43.3% 4.5% 

 

 

問６ あなたは、どういうときに本を読みたいと思いますか（複数回答可） 

人数 

①わからな
いことがあ
って本で調
べたい 

②映画やテ
レビドラマ
などを見て
原作を読み
たい 

③ひまでほ
かにするこ
とがない 

④病院や床
屋などで待
ち時間があ
るとき 

⑤困ったと
きや悩み事
があるとき

⑥自分の趣
味や研究を
深めようと
思ったとき

⑦進学・進
路・生き方
を考える参
考に 

⑧その他 

340 56 103 281 122 16 73 27 60 

32.5% 16.5% 30.3% 82.6% 35.9% 4.7% 21.5% 7.9% 17.6% 

316 29 66 211 65 14 38 8 27 

30.2% 9.2% 20.9% 66.8% 20.6% 4.4% 12.0% 2.5% 8.5% 

390 30 109 213 62 14 56 22 26 

37.3% 7.7% 27.9% 54.6% 15.9% 3.6% 14.4% 5.6% 6.7% 
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調査用紙 

子どもの読書活動に関するアンケート調査 

 

この調査は、網走市の子ども（小学生・中学生・高校生）の読書傾向を調査するも

のです。小学生から高校生まで同じ質問をしていますので、年齢により理解しにくい

と思われるものは、担任の判断でとばしていただいてかまいません。 

ご協力よろしくお願いいたします。 

（この調査には、教科書や学習参考書は含めないでください） 

 

学校名                        

 

学 年                        

 

児童・生徒数           名 

 

 

問１ あなたは、１ヶ月平均何冊の本を読みますか？ 

 

   ① 読んでいない……………………………………………………    名 

   ② １冊～２冊………………………………………………………    名 

   ③ ３冊～４冊………………………………………………………    名 

   ④ ５冊～１０冊……………………………………………………    名 

   ⑤ １１冊以上………………………………………………………    名 

 

 

問２ 問１で「①読んでいない」と答えた方にお聞きします。読んでいない理由を教

えてください。（複数回答可） 

 

   ① 本を読むのがきらいだから……………………………………    名 

   ② 勉強や、習い事、塾などが忙しくて読む時間がない………    名 

   ③ どんな本を読めばいいのかわからないから…………………    名 

   ④ ほかにやりたいことがある……………………………………    名 

   ⑤ 読みたいと思う本が身近にないから…………………………    名 

 

 

問３ あなたは主にどこで本を読みますか。（複数回答可） 

 

   ① 自分の家で………………………………………………………    名 

   ② 学校の図書室や教室で…………………………………………    名 

   ③ 友だちの家で……………………………………………………    名 

   ④ 市の図書館で……………………………………………………    名 

   ⑤ 児童館の文庫で…………………………………………………    名 

   ⑥ バスや汽車の中で………………………………………………    名 

   ⑦ その他……………………………………………………………    名 
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問４ あなたは、どのようにして自分で読む本を選びますか（複数回答可） 

 

   ① 書店で、選んで買って読む……………………………………    名 

   ② 学校の図書室にある本を選んで読む…………………………    名 

   ③ 教室にある本を選んで読む……………………………………    名 

   ④ 市の図書館や分庫に行って選んで借りて読む………………    名 

   ⑤ 親などが選んですすめてくれた本を読む……………………    名 

   ⑥ 友だちが「おもしろいよ」と教えてくれた本を読む………    名 

   ⑦ テレビやラジオで紹介している本に興味をもって読む……    名 

⑧ その他……………………………………………………………    名 

 

 

問５ あなたはどんな内容の本が好きですか（複数回答可） 

 

   ① 絵本………………………………………………………………    名 

   ② 小説（物語、童話など）………………………………………    名 

   ③ ドキュメント・ルポルタージュ（本当の話・歴史・伝記等）   名 

   ④ 科学もの（恐竜・病気などを含む）…………………………    名 

   ⑤ 実用書（趣味・スポーツなど）………………………………    名 

   ⑥ まんが（コミック・週刊誌など含む）………………………    名 

   ⑦ 雑誌………………………………………………………………    名 

   ⑧ その他……………………………………………………………    名 

 

 

問６ あなたは、どういうときに本を読みたいと思いますか（複数回答可） 

 

   ① わからないことがあって本でしらべようと思ったとき……    名 

   ② 映画やテレビドラマなどを見て、本で書かれているもの（原作）を読 

んでみたいと思ったとき………………………………………    名 

   ③ ひまで何もすることがないとき………………………………    名 

   ④ 病院や床屋などで、待ち時間があるとき……………………    名 

   ⑤ 困ったことや悩みごとなどがあったとき……………………    名 

   ⑥ 自分の趣味や研究を深めようと思ったとき…………………    名 

   ⑦ 進学・進路・生き方を考える参考に…………………………    名 

   ⑧ その他……………………………………………………………    名 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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調査のあらまし（乳幼児保護者） 

 

１．目 的 

本市における子どもの読書活動の現状を把握することにより、読書活動におけ

る課題を探り、課題解決のための方策を盛り込んだ「網走市子どもの読書活動推

進計画」を策定するため。 

 

２．実施主体 

網走市教育委員会・網走市子どもの読書活動推進計画庁内検討委員会 

 

３．実施方法 

（１）調査対象 市内に住む乳幼児の保護者 

（２）調査方法 ８ヶ月児健康相談日に聞き取り調査 

        保育園児（１園を抽出）の保護者に記入してもらい回収 

        幼稚園児（３園を抽出）の保護者に記入してもらい回収 

（２）調査期間 平成１６年１２月～平成１７年１月 

（３）集計期間 平成１７年１月 

 

４．アンケート集計   

 

 問１ あなたは、あなたのお子さまに１ヶ月平均何冊の本を読んであげていますか 

   （おばあちゃんなど家族のどなたが読んでくれる場合も含みます） 

区  分 １歳未満 
１歳以上

２歳未満

２歳以上

３歳未満

３歳以上

４歳未満

４歳以上

５歳未満

５歳以上 

６歳未満 
６歳以上 合計 

①読んであげていない 3 1 0 1 1 5 11 22 

②１冊～２冊 3 6 0 3 16 19 22 69 

③３冊～４冊 1 10 1 7 19 18 13 69 

④５冊～１０冊 0 1 1 4 11 5 7 29 

⑤１１冊以上 0 4 0 4 11 10 6 35 

合  計 7 22 2 19 58 57 59 224 

 

【その他の記載】 

私自身は絵本好きで家にもたくさんの絵本があります。 

子どもが１歳頃から読み聞かせにチャレンジしましたが、うちの子は本がまったくきらいで、

いまだにあまり興味がないようです。しかし、２歳になる下の子は絵本好きで毎日２冊～３

冊読んでいます。 

親は子どもにたくさんの本を読んでほしいのですが、その子その子によって違うようで思っ

たとおりにはいきません。 
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 問２ 問１で「①読んであげていない」と答えた方にお聞きします。読んでいない理由を教

えてください。（複数回答可） 

区  分 
１歳未

満 

１歳以

上 ２

歳未満

２歳以

上 ３

歳未満

３歳以

上 ４

歳未満

４歳以

上 ５

歳未満

５歳以

上 ６

歳未満 

６歳以

上 
合計 

①本を読むのがきらいだから 0 0 0 0 0 0 0 0 

②子どもがまだ本を理解する年

齢ではないと思うから 
1 0 0 0 0 0 0 1 

③どんな本を読ませればいいの

かわからないから 
0 0 0 0 0 0 0 0 

④ほかにやりたいことがあるか

ら 
0 0 0 0 0 0 0 0 

⑤テレビやビデオで物語や童話

を見せているから 
0 0 0 1 0 1 1 3 

⑥「よみきかせ」が不得意だか

ら 
0 0 0 0 0 0 0 0 

⑦家事や仕事であげる時間がと

れない 
0 1 0 1 0 2 4 8 

⑧その他 2 2 0 0 1 3 8 16 

合  計 3 3 0 2 1 6 13 28 

 

【その他の回答】 ※[ ]内は子供の年齢 

 絵をみせてあげるだけ・布の絵本をみせている[８ヶ月]・まだ早いと思う[８ヶ月] 

子どもが興味ない[１歳７ヶ月]・読んでほしいと言われれば読んでいます［４歳１１ヶ月］ 

読んであげると怒る、自分で読みたいらしい。分からない所は聞いてくる[５歳９ヶ月] 

 

 問３ あなたは主にどこで本を読んであげていますか。（複数回答可） 

区  分 
１歳未

満 

１歳以

上 ２

歳未満

２歳以

上 ３

歳未満

３歳以

上 ４

歳未満

４歳以

上 ５

歳未満

５歳以

上 ６

歳未満 

６歳以

上 
合計

①自分の家で 5 21 2 19 58 54 49 208 

②市の図書室や分庫で 0 1 0 0 4 1 6 12 

③児童館の分庫で 0 0 0 0 0 0 0 0 

④移動するときのバスや汽車の

中で 
0 0 0 1 0 0 3 4 

⑤その他 0 2 0 3 3 6 7 21 

合   計 5 24 2 23 65 61 65 245 
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 問４ あなたは、お子さまへの本をどのようにして選びますか（複数回答可） 

区  分 
１歳未

満 

１歳以

上 ２

歳未満

２歳以

上 ３

歳未満

３歳以

上 ４

歳未満

４歳以

上 ５

歳未満

５歳以

上 ６

歳未満 

６歳以

上 
合計 

①書店で、選んで  3 20 2 14 50 31 45 165 

②幼稚園・保育所などから薦め

られて  
0 1 1 4 5 9 8 28 

③市の図書館や分庫に行って 1 7 0 6 23 25 27 89 

④市の図書館の図書案内や司

書に相談して  
1 0 0 0 1 1 0 3 

⑤友人などに薦められて  0 1 0 0 2 4 1 8 

⑦テレビやラジオ、新聞などで

紹介している本に興味をもっ

て  

0 3 0 5 10 7 12 37 

⑧その他  1 1 0 2 6 12 3 25 

合  計 6 33 3 31 97 89 96 355 

 

 

 問５ あなたご自身は１ヶ月平均何冊の本を読みますか 

区  分 １歳未満 
１歳以上

２歳未満

２歳以上

３歳未満

３歳以上

４歳未満

４歳以上

５歳未満

５歳以上 

６歳未満 
６歳以上 合計 

①読んでいない 0 9 2 6 20 19 20 76 

②１冊～２冊 6 7 0 8 26 23 23 93 

③３冊～４冊 1 3 0 1 9 12 9 35 

④５冊～１０冊 0 1 0 3 3 1 6 14 

⑤１１冊以上 0 1 0 1 0 2 1 5 

合   計 7 21 2 19 58 57 59 223 

 

 

 問６ 問５で「①読んでいない」と答えた方にお聞きします。読んでいない理由を教えてく

ださい。（複数回答可） 

区  分 １歳未満 
１歳以上

２歳未満

２歳以上

３歳未満

３歳以上

４歳未満

４歳以上

５歳未満

５歳以上 

６歳未満 
６歳以上 合計 

①本を読むのがきらい

だから  
0 1 0 0 1 2 0 4 

②子育てや家事が忙し

くて読書の時間がとれ

ないから  

0 7 1 5 17 12 15 57 

③どんな本がおもしろ

いのかわからないから
0 0 0 0 2 2 1 5 

④ほかにやりたいこと

があるから  
0 3 1 1 2 2 6 15 

⑤読みたいと思う本が

身近にないから  
0 0 1 1 2 5 3 12 

⑥その他  0 0 0 0 1 3 1 5 

合  計 0 11 3 7 25 26 26 98 
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 問７ お子さまの成長に読書はどのような効果があると思いますか（複数回答可） 

区  分 
１歳未

満 

１歳以

上 ２

歳未満

２歳以

上 ３

歳未満

３歳以

上 ４

歳未満

４歳以

上 ５

歳未満

５歳以

上 ６

歳未満 

６歳以

上 
合計

①想像力や感性を育てる 4 16 1 18 54 46 50 189 

②表現力や創造性を育てる  4 14 0 15 36 36 33 138 

③読解力を養う  3 10 1 7 34 39 42 136 

④知識を豊富にする  4 12 1 10 33 25 32 117 

⑤読書する必要性は感じていない 0 0 0 0 0 0 0 0 

⑥スポーツや音楽のなど習い事

のほうが成長に大切だ  
0 0 0 0 0 0 0 0 

⑦どのような効果があるかわか

らない  
0 1 0 0 0 0 1 2 

⑧その他 0 0 0 0 1 2 1 4 

合  計 15 53 3 50 158 148 159 586 

 

 

 問８ お子さまがテレビやビデオを見ている時間は１日平均どのくらいですか 

区  分 １歳未満
１歳以上

２歳未満

２歳以上

３歳未満

３歳以上

４歳未満

４歳以上

５歳未満

５歳以上 

６歳未満 
６歳以上 合計 

①１時間以内 5 7 0 4 8 5 4 33 

②２時間程度 1 8 1 8 25 25 22 90 

③３時間程度 1 6 1 5 14 18 20 65 

④３時間以上 0 0 0 3 11 9 13 36 

⑤見せていない 0 0 0 0 1 0 0 1 

合   計 7 21 2 20 59 57 59 225 
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調査用紙 

ちいさなお子さまをお育ての保護者のみなさまへ 

子どもの読書活動に関するアンケート調査 

 

この調査は、「網走市子どもの読書活動推進計画」を策定するための基礎資料とす

るためのアンケート調査です。該当するものに○をつけてください。 

回答後、お子さま経由で園へお渡しください。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

お子さまの年齢は？          歳     ヶ月 

 

問１ あなたは、あなたのお子さまに１ヶ月平均何冊の本を読んであげていますか 

   （おばあちゃんなど家族のどなたが読んでくれる場合も含みます） 

    

① 読んであげていない 

   ② １冊～２冊 

   ③ ３冊～４冊 

   ④ ５冊～１０冊 

   ⑤ １１冊以上 

 

問２ 問１で「①読んであげていない」と答えた方にお聞きします。読んでいない理

由を教えてください。（複数回答可） 

 

   ① 本を読むのがきらいだから 

   ② 子どもがまだ本を理解する年齢ではないと思うから 

   ③ どんな本を読ませればいいのかわからないから 

   ④ ほかにやりたいことがある 

   ⑤ テレビやビデオで物語や童話を見せているから。 

   ⑥ 「よみきかせ」が不得意だから。 

   ⑦ 家事や仕事で読んであげる時間がとれない 

   ⑧ その他（                            ） 

 

問３ あなたは主にどこで本を読んであげていますか。（複数回答可） 

 

   ① 自分の家で 

   ② 市の図書館や分庫で 

   ③ 児童館の文庫で 

   ④ 移動するときのバスや車の中で 

⑤ その他（                            ） 

 

問４ あなたは、お子さまへの本をどのようにして選びますか（複数回答可） 

 

   ① 書店で、選んで 

   ② 幼稚園・保育所などから薦められて 

   ③ 市の図書館や分庫に行って 

   ④ 市の図書館の図書案内や司書に相談して 

 ３７



   ⑤ 友人などに薦められて 

   ⑦ テレビやラジオ、新聞などで紹介している本に興味をもって 

⑧ その他（                            ） 

 

問５ あなたご自身は１ヶ月平均何冊の本を読みますか 

 

   ① 読んでいない 

   ② １冊～２冊 

   ③ ３冊～４冊 

   ④ ５冊～１０冊 

   ⑤ １１冊以上 

 

問６ 問５で「①読んでいない」と答えた方にお聞きします。読んでいない理由を教

えてください。（複数回答可） 

    

   ① 本を読むのがきらいだから 

   ② 子育てや家事が忙しくて読書の時間がとれないから 

   ③ どんな本がおもしろいのかわからないから 

   ④ ほかにやりたいことがあるから 

   ⑤ 読みたいと思う本が身近にないから 

   ⑥ その他（                           ） 

 

問７ お子さまの成長に読書はどのような効果があると思いますか（複数回答可） 

 

   ① 想像力や感性を育てる 

   ② 表現力や創造性を育てる 

   ③ 読解力を養う 

   ④ 知識を豊富にする 

   ⑤ 読書する必要性は感じていない 

   ⑥ スポーツや音楽などの習い事のほうが成長に大切だ 

   ⑦ どのような効果があるかわからない 

   ⑥ その他（                            ） 

 

問８ お子さまがテレビやビデオを見ている時間は１日平均どのくらいですか 

 

   ① １時間以内 

   ② ２時間程度 

   ③ ３時間程度 

   ④ ３時間以上 

   ⑤ 見せていない 

 

ご協力ありがとうございました。 
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調査のあらまし（保育園・幼稚園） 

 

１．目 的 

本市における子どもの読書活動の現状を把握することにより、読書活動におけ

る課題を探り、課題解決のための方策を盛り込んだ「網走市子どもの読書活動推

進計画」を策定するため。 

 

２．実施主体 

網走市教育委員会・網走市子どもの読書活動推進計画庁内検討委員会 

 

３．実施方法 

（１）調査対象 市内保育園・幼稚園から任意抽出 

（２）調査方法 市内保育園・幼稚園（１施設１枚を配布）の読書活動の状況等

についてアンケート用紙に記述し返送してもらう。 

（３）調査期間 平成１６年１２月～平成１７年１月 

（４）集計期間 平成１７年１月 

 

４．アンケート回収率 

 

 保育園 幼稚園 

依頼数 １１ ５ ６ 

回収数 ９ ５ ４ 

回収率 ８２％ １００％ ６７％ 

   

 

５．アンケート集計 
   

問１．貴園では「よみきかせ」の時間をとっていますか 

回 答 回答数 割 合 

(1) とっている 9 100.0% 

(2) とっていない 0 0.0% 

  

  問２．問 1 で「（１）とっている」と回答された方にお伺いします。どのくらいの回

数でおこなっていますか。 

回 答 回答数 割 合 

(1) １日１回（以上） 8 88.9% 

(2) １週間に数回程度 1 11.1% 

(3) １ヶ月に数回程度 0 0.0% 

(4) １年間に数回程度 0 0.0% 

(5) 不定期 0 0.0% 
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 問３．１回の時間はどのくらいですか（複数回答有） 

回 答 回答数 割 合 

(1) １５分以内 9 100.0% 

(2) ３０分以内 1 11.1% 

(3) １時間以内 0 0.0% 

(4) お迎えの時間などを利用し、時間は決めていない 2 22.2% 

(1) １５分以内 9 100.0% 

 

 問４．「よみきかせ」はどなたが行っていますか（複数回答有） 

回 答 回答数 割 合 

(1) 職員 9 100.0% 

(2) 保護者 0 0.0% 

(3) ボランティア 0 0.0% 

(4) その他 0 0.0% 

 

 問５．よみきかせに必要な本はどのように確保していますか（複数回答有） 

回 答 回答数 割 合 

(1)園で購入 9 100.0% 

(2)図書館から借りる 4 44.4% 

(3)園児の親が用意する 0 0.0% 

(4)その他 2 22.2% 

 

 問６．よみきかせ以外の読書活動をおこなっている場合内容をおきかせください 

子どもの手の届く場所に絵本を置き（絵本を読むスペースも有り）自由に読書でき 

る環境をつくっている 

 近くに図書館があるので、紙芝居や絵本など沢山借りてきて子ども達に読んであげ

たりお部屋に置いて子ども達が自由に手に取って見ることができるようにしています

園の絵本を毎日貸し出し。（好きな本を自分で選ぶ） 

昼食後、各自で時間を取って読書（１冊）する。  

  

 問７．貴園でよみきかせや読書活動を進める上で問題となることはありますか。また、日

頃子どもの読書についてのお考えがありましたらお聞かせください。 

絵本を読む、聞くことにより子ども達の心がやすらぐと思います。 

日々大人たちは、多忙な日々をすごしている毎日なので、少しでも子どもたちのた 

めに役に立ちたいと思います。 

幼稚園生活の流れの中でゆっくり絵本を見たり出来る環境が必要に思います。 

年齢にあった内容の本・季節感のある本・心あたたまる内容の本に触れさせてあげ 

たいと思っています。子ども達も、日頃喜んで絵本視聴しています。 

子どもがゆっくりと楽しめる読書コーナーがあると良いと思う。本の在庫も限りが 

ある 
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調査用紙 

 

 

「よみきかせ」…本を読むほか、紙芝居やエプロンシアターなども含みます。 

 

問１．貴園では「よみきかせ」の時間をとっていますか 

 （１）とっている 

 （２）とっていない（問６へお進みください） 

 

問２．問１で「（１）とっている」と回答された方にお伺いします。どのくらいの

回数でおこなっていますか。 

  （１）１日１回 

  （２）１週間に数回程度 

  （３）１ヶ月に数回程度 

  （４）１年間に数回程度 

  （５）不定期に 

 

問３．１回の時間はどのくらいですか 

  （１）１５分以内 

  （２）３０分以内 

  （３）１時間以内 

  （４）お迎えの時間などを利用し、時間は決めていない。 

 

問４．「よみきかせ」はどなたが行っていますか 

  （１）職員  

（２）保護者 

（３）ボランティア 

（４）その他（                          ） 

 

問５．よみきかせに必要な本はどのように確保していますか 

  （１）園で購入   

（２）図書館から借りる 

（３）園児の親が用意する 

（４）その他 

 

問６．よみきかせ以外の読書活動をおこなっている場合内容をおきかせください 

 

 

 

問７．貴園でよみきかせや読書活動を進める上で問題となることはありますか。ま

た、日頃子どもの読書についてのお考えがありましたらお聞かせください。 

 

 

 

ありがとうございました。 
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網走市子どもの読書活動推進に関する市民懇話会からの意見 

 

○学校図書の整備を充実させて欲しい。 

未夢の会であちこちの学校に読み聞かせに行っていますが、私の子どもが通ってい

る潮見小の図書室は私が子どもの頃の昔の図書室のイメージと変わりばいしてい

ません。図書室が古い新しいということではなく、図書室に子どもたちが入りやす

い雰囲気づくりとか、児童数に合わせた図書の数が欲しいと思います。 

○子どもの数も減っているし、図書室整備の予算的な要求は難しいのでしょうね。 

○私どもの小学校では、以前図書の希望調査を行ったことがあるのですが「まんが」

の希望が多かったですね。 

○学校へ本の読み聞かせに行っています。私自身は子どもの頃、親に本を読みなさい

と言われたこともなかったのですが、今でも中々進んで本を読む子は少ないと思い

ます。学校の朝読書の時間などは本を読むきっかけづくりとして良い機会だと思い

ます。 

○アンケートの内容について、おもしろかった本のタイトルも聞いてほしいと思いま

す。 

○保育園・幼稚園・幼児の読書傾向などをも調べて欲しいと思います。 

○アンケートの質問事項だけでは子どもの意見は読み取りにくいです。もっと子ども

の意見を聞いた方がいいと思います。 

○アンケート項目に「どういうときに本を読みたいと思いますか」という項目をいれ

欲しいです。 

○子どもに本を読みなさいと言っても中々読まないものです。それでも、私たちが学

校へ読み聞かせに行くと聞いてくれています。読み聞かせを通じて本や物語に興味

を持ってもらいたいと思っています。 

○図書館で月齢・年齢別の児童書の選書のアドバイスが受けられればいいと思います。 

 ブックスタート事業でリストを渡しているのであれば、その後の、年齢の子どもた

ちの親にも図書の紹介をしてあげるといいと思います。 

 カウンターの中にいては中々聞きにくいので、いつでも聞けるように司書が児童書

の近くにいるようにしてくれたらいいのに、と思います。 

○私の５人のこどもたちが小さいとき、絵本を読んであげていました。大きくなると

家の中で他に遊ぶことや、やることが豊富にあり、本を読む時間がとれなくなりま

す。最初はまんがでもいいから本を読むことが大事だと思います。また、家庭でも

本を読む環境づくりが大切。学校でも朝読書の時間があることはいいことです。 

○学校でもしらべもの学習で図書室を利用する子が増えています。けれどパソコンを

設置しているのでインターネットで調べることが多く、本を利用して調べるという

ことは面倒に感じている子も多いようです。 

○大人でもインターネットを利用する方が便利で手軽になってきています。 

○今回のアンケート調査について保育園では、アンケート回収率は、半分程度でした

が、保護者の間では絵本を読んであげたいという気持ちが感じ取れました。 

○高校生の不読率が少ないと言う結果は、夏休み前に読書感想文の宿題があるから、 

ということもあるかもしれないが全体的に本を読む習慣が出来ている生徒は多い

と感じています。 

○南ヶ丘高校では、流行っている本の統計をとって図書室に本を入れ、人気のあるも

のについては複本も入れている高校もあるようですね。 
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○生徒からあがってくる本とこちらが読ませたいと思っているものとズレがあまり

ないので結果的にほとんど購入しています。 

○高校の図書通信は図書委員がおすすめ本などの紹介があり、大人にも参考になりま

した。小中学校は図書室に本が届くまでのスピードが遅いし対応も遅いような気が

します。子どもはそのときの期待に応えてくれないとあてにしなくなるのではない

かと思います。 

○読み聞かせ活動をしていると、小さい子に大きい子が読み聞かせをしていることが

ある。いい光景なので小中学生に向けて読み聞かせの仕方のアドバイスをしてはど

うでしょうか。 

○図書館の月末整理日に生徒に整理を手伝ってもらってはどうでしょう。子どもたち

に図書館に足を運んでもらうきっかけになります。アンケートにも読みたい本が身

近にないという結果も出ているので、まずは本に触れるということから始めてみる

というのはどうでしょう。 

○図書館のティーンズ向け図書のアピールをもっとするのはどうでしょう。 

○図書館でどこになにがあるかカウンターに聞きづらいという子どももいるのでは。

書店などで見かけるベストリーダーのようにリクエストの多い順位を棚の付近に

貼り出すのもよい手では。 

○中高生はこれを読め！くらいの勢いでＰＲとかしかけをしていかないとだめなの

ではないか。「これを読めランキング」とか手書きのＰＯＰ調なチラシを棚に貼る

とか魅力的で注意をひくようなアピールも必要だと思います。 

○司書おすすめ本とか本好きな市民による本の紹介も良いのではないでしょうか。 

○本好き以外の子を図書館に足を運ばせる方策を考えることが大切です。 

○図書館にあるビデオの宣伝をもっとしたらどうでしょう。網走市のようにビデオの

館外貸し出しをしている図書館は珍しいことを市民の人は知らないと思います。子

どもは親といっしょにくるので、図書館に親の足を運ばせる方策として図書館をＰ

Ｒすることも一つの方法です。 

○足を運んでもらうことが大事ですね。わくわく・どきどき感のある図書館にしなけ

ればいけないですね。 

○中央小学校の地域開放のように、市でも地域にひろげる案を考えてはどうか。 

 分庫のＰＲをするとか。分庫については最近知りました。広報のＰＲをどんどんや

っていくべきです。 

○桂幼稚園でも地域開放を毎月第１第３土曜日の 10：00～12：00 にしています。そ

ういうＰＲもあわせてお願いしたいと思います。 

○あと、除籍雑誌のＰＲも上手にするといいですね。 

○プレママのための読書紹介とか胎教の本やＣＤのオススメができる機会があれば

いいと思います。親になる前に読書の大切さを知ってもらうと効果的だと思います。 
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子どもの読書活動の推進に関する法律 
  平成 13 年 12 月 12 日 法律第 154 号制定 

 
第１条（目的） この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び

地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を

定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって

子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

 

第２条（基本理念） 子ども（おおむね 18 歳以下の者をいう。以下同じ）の読書活動は、子ども

が、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる

力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあら

ゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのため

の環境の整備が推進されなければならない。 

 

第３条（国の責務） 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの

読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

第４条（地方公共団体の責務） 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、

その地域の実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を

有する。 

 

第５条（事業者の努力） 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、

子どもの読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるもの

とする。 

 

第６条（保護者の役割） 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動

の習慣化に積極的な役割を果たすものとする。 

 

第７条（関係機関等との連携強化） 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する

施策が円滑に実施されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その

他必要な体制の整備に努めるものとする。 

 

第８条（子ども読書活動推進基本計画） 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合

的かつ計画的な推進を図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども

読書活動推進基本計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告する

とともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

第９条（都道府県子ども読書活動推進計画等） 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基

本とするとともに、当該都道府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道

府県における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書

活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されてい

るときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とすると

ともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子

どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」と

いう。）を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計

画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更

について準用する。 
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第 10 条（子ども読書の日） 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めると

ともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、４月 23 日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子どもの読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけ

ればならない。 

 

第 11 条（財政上の措置等） 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実

施するため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

  

 附 則 

 この法律は、公布の日から施行する。  

 

        

子どもの読書活動の推進に関する法律に対する附帯決議 

 

 政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。 

 

１ 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備していく

ものであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。  

２ 民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活動の推進に関

する施策の確立とその具体化に努めること。  

３ 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことができる環境づ

くりのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。  

４ 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重すること。  

５ 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判断に基づき提

供に努めるようにすること。  

６ 国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子どもの参加に

ついては、その自主性を尊重すること。 
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子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 
(平成１４年８月） 

 
この計画は、子どもの読書活動の推進に関する法律
（平成１３年法律１５４号）第８号第２項の規定に
基づき、国会に報告するものである。 

 

 

第１章 はじめに 

 今日、テレビ、ビデオ、インターネット等の様々な情報メディアの発達・普及や子どもの生活環境

の変化、さらには幼児期からの読書習慣の未形成などにより、子どもの「読書離れ」が指摘されてい

る。 

 平成１３年５月に行われた調査によれば、児童生徒の１か月の平均読書冊数は、小学校で 6.2 冊、

中学校で 2.1 冊、高等学校で 1.1 冊、１か月に１冊も本を読まなかった児童生徒の割合は、小学校で

10.5％、中学校で 43.7％、高等学校で 67.0％となっている。また、平成１２年に行われた経済協力

開発機構（ＯＥＣＤ）生徒の学習到達度調査によれば、「趣味としての読書をしない」と答えた生徒

は、ＯＥＣＤ平均では 31.7％であるが、日本では 55％となっており、「どうしても読まなければなら

ないときしか、本は読まない」と答えた生徒は、ＯＥＣＤ平均では 12.6％であるが、日本では 22％

となっている。 

 読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊なものにし、人生を

より深く生きる力を身に付けていく上で欠くことができないものであり、社会全体でその推進を図っ

ていくことは極めて重要である。 

 平成１１年８月には、読書の持つ計り知れない価値を認識して、子どもの読書活動を国を挙げて支

援するため、平成１２年を「子ども読書年」とする旨の衆参両院の決議がなされ、また、平成１２年

１月には国立国会図書館の支部図書館として「国際子ども図書館」が設立され、同年５月に開館した。

さらに、同年１２月に出された「教育改革国民会議報告書」では、「読み、書き、話すなど言葉の教

育」を重視すべきことが提言された。このような中で、子どもの読書活動の推進のための取組を進め

ていくため、平成１３年１１月、議員立法により法案が国会に提出され、同年１２月に「子どもの読

書活動の推進に関する法律」として公布・施行された。 

 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、国及び地方公共団体の責務等を明

らかにするとともに、国が「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を策定・公表すること、

地方公共団体が「子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画」を策定・公表すること、４

月２３日を「子ども読書の日」とすること等を定めることにより、施策の総合的かつ計画的な推進を

図るものである。 

 本計画は、同法第８条第１項の規定に基づき、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所にお

いて、自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備を推進することを

基本理念として、施策の総合的かつ計画的な推進を図るため定めるものである。 

 なお、本計画は、おおむね５年間にわたる施策の基本的方向と具体的な方策を明らかにするもので

ある。 

 

第２章 基本的方針 

 

 １ 子どもが読書に親しむ機会の提供と諸条件の整備・充実  

 子どもが自主的に読書を行うようになるためには、乳幼児期から読書に親しむような環境作りに

配慮することが必要である。 

 家庭、地域、学校においては、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高め、進んで読書を行う

態度を養い、生涯にわたる読書習慣を身に付けることができるよう、子どもの発達段階に応じて、

子ども自身が読書の楽しさを知るきっかけを作り、その読書活動を広げ、読書体験を深めることが

肝要である。そして、子どもが興味を持ち、感動する本等を身近に整えることが重要である。 

 このような観点から、国は、子どもの自主的な読書活動の推進に資するため、子どもが読書に親

しむ機会の提供に努めるとともに、施設、設備その他の諸条件の整備・充実に努める。 
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２ 家庭、地域、学校を通じた社会全体での取組の推進  

 子どもの自主的な読書活動を推進するためには、家庭、地域、学校を通じた社会全体での取組が

必要である。それぞれがまずその担うべき役割を果たして子どもが読書に親しむ機会の充実を図る

ことはもとより、子どもの読書活動に携わる学校、図書館などの関係機関、民間団体、事業者等が

緊密に連携し、相互に協力を図りつつ、取組を推進していくことが肝要である。 

 このような観点から、国は、家庭、地域、学校それぞれが相互に連携・協力して子どもの自主的

な読書活動の推進を図るような取組の推進とともに、必要な体制の整備に努める。 

 ３ 子どもの読書活動に関する理解と関心の普及  

 子どもの自主的な読書活動を推進するためには、子どもの読書活動の意義や重要性について、国

民の間に広く理解と関心を深める必要がある。 

 子どもは、大人から民話などの話を聞いたり、読書する大人の姿などに触発されたりして、読書

意欲を高めていく。子どもを取り巻く大人を含めて読書活動を推進する気運を高めるとともに、特

に、保護者、教員、保育士等が読書活動に理解と関心を持つことが子どもに自主的な読書態度や読

書習慣を身に付けさせる上で重要である。 

 このような観点から、国は、子どもの自主的な読書活動を推進する社会的気運の醸成を図るため、

読書活動の意義や重要性について広く普及・啓発を図るよう努める。 

 

第３章 子どもの読書活動の推進のための方策 

 

 １ 家庭、地域、学校における子どもの読書活動の推進 

  (1) 家庭・地域における子どもの読書活動の推進 

   ア 家庭における子どもの読書活動の推進 

    ① 子どもの読書活動の推進における家庭の役割  

 子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されるものであり、読書が生活の中に位置付け

られ継続して行われるよう親が配慮していくことが肝要である。 

 家庭においては、読み聞かせをしたり、子どもと一緒に本を読むなど工夫して子どもが読書

と出会うきっかけを作るとともに、「読書の時間」を設けるなどして子どもに読書の習慣付け

を図ったり、読書を通じて子どもが感じたことや考えたことなどを話し合うことなどにより、

読書に対する興味や関心を引き出すように子どもに働き掛けることが望まれる。 

 

    ② 家庭教育に関する学習機会等を通じた読書活動への理解の促進  

ⅰ図書館における親等を対象とした講座はもちろん、市町村が実施する、妊娠期、乳幼児期、

思春期等子どもの発達段階に応じた家庭教育に関する講座や、子育て支援の一環として公民

館等において行う、読み聞かせなどの親子が触れ合う機会の提供を通じ、読み聞かせや読書

の重要性についての理解の促進を図る。 

 

ⅱ乳幼児や小学生等を持つ親に配布する「家庭教育手帳」や「家庭教育ノート」を通じて、家

庭における読み聞かせや、子どもが読書の時間を持つよう家庭で習慣付けることの重要性に

ついての理解の促進を図る。 

 

   イ 図書館における子どもの読書活動の推進 

    ① 子どもの読書活動の推進における図書館の役割  

 図書館（図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第２条第１項に規定する図書館をいう。以

下同じ。）は、子どもにとっては、自分の読みたい本を豊富な図書の中から自由に選択し、読

書の楽しみを知ることのできる場所であり、また保護者にとっては、自分の子どもに与えたい

本を選択したり、子どもの読書について相談することのできる場所である。 

 また、図書館は、読み聞かせやお話し会の実施、子どもに薦めたい図書の展示会の開催、保

護者を対象とした読み聞かせや本の選び方・与え方の指導等、子どもの読書活動を推進する上

で重要な役割を果たしている。 

 さらに、子どもの読書活動を推進する団体・グループへの支援や図書館の諸活動を支援する

ボランティアに対して、必要な知識・技術を習得するための学習の機会の提供等も行っている。 

 

 ４７



     

② 図書館における子どもの読書活動の推進のための取組  

ⅰ公立図書館（図書館法第２条第２項に規定する公立図書館をいう。以下同じ。）において「公

立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成１３年文部科学省告示第１３２号）に基

づき、 

○子どもに対するサービスの充実に資するため、必要なスペースを確保するとともに、児童

図書の収集・提供、子どもの読書活動を推進するための読み聞かせ等の実施に努めるこ

と 

○地域に在留する外国人の子ども等に対するサービスの充実に資するため、外国語資料の収

集・提供、利用案内やレファレンス・サービス（利用者の問い合わせに応じたり、参考

資料を提供したりする業務）等に努めること 

○子どもに対する新たな図書館サービスを展開していくため、必要な知識・技能等を有す

る者のボランティアとしての参加を一層促進すること 

○希望者に活動の場等に関する情報の提供やボランティアの養成のための研修の実施など

諸条件の整備に努めること 

などの取組が一層推進されるよう促していく。 

ⅱ公立図書館を中心に、地域の読書活動推進団体、グループ、青少年団体等の関係団体、保健

所・保健センター、保育所等の関係機関と連携した取組の促進を通じて、公立図書館の行う

子どもの読書活動を推進する取組の充実に努める。 

 

   ウ 児童館における子どもの読書活動の推進  

 児童館は、子どもに健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを

目的とした施設である。児童館の図書室では、絵本等の児童図書を活用した様々な活動が行わ

れている。中でも保護者や地域のボランティアによる読み聞かせやお話し会などの活動は、図

書館における諸活動と同様、子どもが読書に親しむ契機となっている。このため、これらの活

動が一層推進されるよう促していく。 

 

   エ 民間団体の活動に対する支援 

    ① 子どもの読書活動の推進における民間団体の活動の役割  

 民間団体は、子どもの読書活動の推進に関する理解や関心を広めるとともに、子どもが読書

に親しむ様々な機会を提供するなど、子どもの自主的な読書活動を推進することに大きく寄与

している。例えば、全国レベルでは、読書週間等のキャンペーン、全国各地を訪問して行う読

み聞かせ、フォーラムの開催、読書指導員の養成等が行われ、地域レベルでは、約 5,000 の自

発的に組織するグループにより、草の根的に文庫活動、読み聞かせ等が行われている。 

 

    ② 民間団体の活動に対する支援  

 子どもの読書活動の推進を図る民間団体の活動をより充実させるとともに、民間団体がネッ

トワークを構築して実施する情報交流や合同研修などの促進を図るため、「子どもゆめ基金」

による助成を行うなど、これら民間団体の活動を支援していく。 

 また、地方公共団体においては、子どもの読書活動を推進する活動で公共性が高いと認めら

れるものについては、活動の場の確保のため、域内の公民館等の公共施設の利用に便宜を図る

など、奨励方策を講じることが期待される。 

 

  (2) 学校等における子どもの読書活動の推進 

   ア 子どもの読書活動の推進における学校の役割  

 学校においては、従来から国語などの各教科等における学習活動を通じて、読書活動が行わ

れてきており、子どもの読書習慣を形成していく上で大きな役割を担っている。 

 例えば、学習指導要領においては、小・中学校の国語科で、児童生徒の発達段階に応じて、

「楽しんで読書しようとする態度を育てる」ことや「読書に親しみものの見方や考え方を広げ

ようとする態度を育てる」ことなどを目標としている。 

 また、各教科、特別活動、総合的な学習の時間を通じて、児童生徒の調べ学習など多様な学

習活動を展開していくために、「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童・
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生徒の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を充実する」こととしている。 

 

   イ 児童生徒の読書習慣の確立・読書指導の充実  

 小・中・高等学校の各学校段階において、児童生徒の読書に親しむ態度を育成し、読書習慣

を身に付けさせることが大切である。このため、既に 8,000 校を超える学校で実践されている

「朝の読書」や読み聞かせなどの取組を一層普及させる。また、学校において推薦図書コーナ

ーを設けたり、卒業までに一定量の読書を推奨するなど各学校が目標を設定することにより、

学校や家庭における読書習慣を確立するよう促していく。 

 また、児童生徒の自主的な読書活動の一層の推進を図るため、読書指導に関する研究協議や

先進的な取組例の紹介などにより、教職員の指導力の向上、学校図書館を活用した指導の充実

に努める。 

 海外の日本人学校においても、児童生徒が豊かな読書活動を体験できるよう、図書の整備や

読書活動の実践事例の紹介など児童生徒の自主的な読書活動に資する取組を推進していく。 

 

   ウ 家庭・地域との連携による読書活動の推進  

 子どもの読書活動を支援していくため、学校が家庭・地域と連携して子どもの「生きる力」

をはぐくむ読書活動を推進する取組を促進するとともに、各地域で参考となるような事例の紹

介・普及を図り、地域が一体となった子どもの読書活動の一層の推進を図っていく。 

 

   エ 学校関係者の意識高揚  

 子どもの読書活動に資する取組を推進していくため、学校図書館の活用方策や読書活動の促

進方策について、先進的な取組に関する情報交換や研究協議などを行うことにより、司書教諭

をはじめとする学校関係者の意識の高揚を図っていく。 

 

   オ 障害のある子どもの読書活動の推進  

 障害のある子どもが豊かな読書活動を体験できるよう、盲学校、聾学校及び養護学校におけ

る障害のある子どもの読書活動支援について、障害の状態に応じた選書や環境の工夫、視聴覚

機器の活用等の優れた実践事例の紹介等により推進を図る。また、盲学校点字情報ネットワー

クの活用などにより、各盲学校で作成した点字図書や全国の点字図書館等の点字データの相互

利用を促進する。 

 

   カ 幼稚園や保育所における子どもの読書活動の推進  

① 幼児期に読書の楽しさと出会うため、幼稚園や保育所において、幼稚園教育要領及び保育所

保育指針に示されているように、幼児が絵本や物語などに親しむ活動を積極的に行うよう、教

員及び保育士の理解を促進する。あわせて、幼稚園・保育所で行っている未就園児を対象とし

た子育て支援活動の中でも、読み聞かせ等を推進する。 

② 幼児期において子どもが絵本等の楽しさと出会う上で、読み聞かせ等を行うことも重要であ

ることから、幼稚園、保育所等において、保護者等に対し、読み聞かせ等の大切さや意義を広

く普及する。 

③ 異年齢交流において、小学生・中学生が幼稚園・保育所の幼児に読み聞かせを行うなど、子

どもが絵本等に触れる機会が多様になるよう工夫する。 

 

 ２ 子どもの読書活動を推進するための施設、設備その他の諸条件の整備・充実 

  (1) 地域における子どもの読書環境の整備  

 子どもの読書活動を推進するためには、身近なところに読書のできる環境を整備していくこと

が重要である。 

ア 図書館は、子どもが、学校外で、本と出会い読書を楽しむことのできる場所であり、地域に

おける子どもの読書活動推進の中核的な役割を果たすことが期待されている。公立図書館を設

置する市町村の割合は、市（区）で 96.5％、町村で 36.1％となっている（平成１１年度文部

科学省社会教育調査）。したがって、公立図書館が未設置の市町村については、その設置につ

いて積極的な検討が行われることが望まれる。 

 「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」においては、市町村は、住民に対して適切
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な図書館サービスを行うことができるよう、公立図書館の設置に努めることや、都道府県は、

図書館未設置の町村が多く存在することも踏まえ、町村立図書館の設置及び運営に対する助言

等を計画的に行うことなどが示されている。 

 そこで、都道府県が未設置市町村に対して計画的に行う助言等を通じて、公立図書館が果た

す役割の重要性についての認識を深めるとともに、図書館設置の気運を醸成し、その整備を促

していく。 

 

イ また、既に公立図書館の整備が行われている市町村に対しても、地域の実情に応じて、分館

や移動図書館車の整備、公民館図書室や各種施設の図書コーナーの整備、学校図書館の開放な

どを促すことにより、地域における読書環境の整備に努める。 

 

ウ さらに、子どもの読書環境を整備する上で、都道府県立図書館、市町村立図書館、学校図書

館その他関係機関との間のネットワークを構築し、図書の貸借をはじめとする連携・協力や情

報交換などを行うことが重要であり、その積極的な推進を促していく。 

 

  (2) 公立図書館の整備・充実  

 公立図書館が地域における子どもの読書活動を推進する上で積極的な役割を果たせるよう、以

下のような取組を推進する。 

 

   ア 図書資料の整備  

 子どもの読書活動を推進していくためには、公立図書館に豊富で多様な図書資料を整備して

いくことが必要である。 

 公立図書館の図書等資料の整備については、地方交付税により措置されており、各地方公共

団体において、計画的な整備が図られるよう努める。 

   イ 設備等の整備・充実 

    ① 移動図書館車の整備  

 移動図書館車によるサービスは、図書館から遠距離にある地域に居住する子どもの読書活動

の推進に大変有効であり、図書館の重要な活動の一つであることから、公立図書館における移

動図書館車の整備を推進する。 

    ② 図書館の情報化  

 地域住民に対する児童図書の蔵書・貸出し情報やお話し会の開催など子どもの読書活動の機

会に関する情報等の提供は、子どもの読書活動を推進していく上で重要な役割を果たす。利用

者が利用できるコンピュータの設置状況は、都道府県立図書館で 77.0％、市町村立図書館で

46.4％となっている。また、インターネット接続コンピュータの利用者への開放状況は、都道

府県立図書館で 59.0％、市町村立図書館で 24.6％となっている（いずれも平成１３年５月文

部科学省調べ。） 

 このため、インターネット等で検索できる情報検索システムの公立図書館への導入及び利用

者用コンピュータの設置など図書館の情報化を推進する。 

    ③ 児童室等の整備  

 図書館の中で児童室を置いているのは、60.6％である（平成１１年度文部科学省社会教育調

査）。「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」）。に基づき、児童室や児童コーナーなど

子どもが読書を行うために必要なスペースの確保等を促していく。 

   ウ 司書の研修等の充実 

    ① 司書の養成と適切な配置  

 司書は、児童図書をはじめとする図書館資料の選択・収集・提供、利用者に対する読書相談、

子どもの読書活動に対する指導など、子どもの読書活動を推進する上で極めて重要な役割を果

たす。 

 このため、その養成を進めるとともに、司書の重要性についての地方公共団体の認識を深め、

司書の適切な配置を促していく。 

    ② 司書の研修の充実  

 公立図書館には、児童図書や児童文学に関する広範な知識と子どもの発達段階に応じた図書

の選択に関する知識、及び子どもの読書指導に関する知識と技術を有する司書の配置が望まれ
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る。 

 このため、司書がこれらの専門的知識・技術を習得することができるよう、研修の充実を図

っていく。 

   エ 障害のある子どもの読書活動を推進するための諸条件の整備・充実  

 障害のある子どもが自主的に読書活動を行える環境を整備することは極めて重要である。図

書館等においては、例えば視覚に障害のある利用者に対して、点字刊行物及び視覚障害者用の

録音物の貸出し並びに閲覧業務を行っており、録音図書を所有する公立図書館は約 20％、点

字図書等を所有する公立図書館は約 30％となっている（平成１１年度文部科学省社会教育調

査）。 

 こうした中で、障害のある子どもについても、施設整備面での配慮、及び点字資料、録音資

料、手話や字幕入りの映像資料等の充実に努め、貸出し及び閲覧業務の実施や図書館利用の際

の介助、対面朗読等を推進するよう促すとともに、「点字図書」及び「声の図書」の増刷・普

及に協力する点訳・朗読奉仕員の養成を行うことなどを通じて、視覚に障害のある子どもの読

書活動の推進のための条件の整備・充実に努める。 

 

  (3) 学校図書館等の整備・充実 

   ア 子どもの読書活動の推進における学校図書館の役割  

 学校図書館は、児童生徒の自由な読書活動や読書指導の場として、さらには想像力を培い学

習に対する興味・関心等を呼び起こし豊かな心を育む読書センターとしての機能と、児童生徒

の自発的、主体的な学習活動を支援し、教育課程の展開に寄与する学習情報センターとしての

機能を果たし、学校教育の中核的な役割を担うことが期待されている。特に、学校教育におい

ては、児童生徒が自ら考え、主体的に判断し、行動できる資質や能力などの「生きる力」を育

むことが求められており、学校図書館には、様々な学習活動を支援する機能を果たしていくこ

とが求められる。 

   イ 学校図書館の図書資料、施設、設備その他の諸条件の整備・充実 

    ① 学校図書館図書整備５か年計画  

 子どもの豊かな読書経験の機会を充実していくためには、子どもの知的活動を増進し、多様

な興味・関心にこたえる魅力的な図書資料を整備・充実させていくことが必要である。また、

各教科、特別活動、総合的な学習の時間において多様な教育活動を展開していくために、学校

図書館を充実していくことが求められている。 

 このことを踏まえ、平成１４年度からの５年間で公立義務教育諸学校の学校図書館図書資料

を約４千万冊整備することを目指し、新たに、「学校図書館図書整備５か年計画」を策定した

ところであり、平成１４年度から平成１８年度までの５年間で、毎年約１３０億円、総額で約

６５０億円の地方交付税措置が講じられることとされている。今後、この計画に沿って、各地

方公共団体において、学校図書館図書資料の計画的な整備が図られるよう努める。 

 また、私立学校についても、図書資料の整備が促進されるよう支援を図っていく。 

    ② 学校図書館施設・設備の整備・充実  

 学校図書館施設については、読書スペースの整備が進められるよう、余裕教室等を学校図書

館に改修する際に国庫補助を行っているほか、校舎の新増改築の際の国庫補助基準面積の改定

を行うなど所要の措置を講じている。 

 今後、各学校における多様な読書活動の推進が図られるよう、学校図書館の施設や環境につ

いてのモデル的な事例を紹介するとともに、各学級における読書活動を視野に入れた環境整備

等を促していく。 

    ③ 学校図書館の情報化  

 学校図書館にコンピュータを整備し、他校の学校図書館や図書館等とオンライン化すること

により、自校の学校図書館のみならず、地域全体での蔵書の共同利用や各種資料の検索、多様

な興味・関心にこたえる蔵書の整備等が可能となる。 

 学校図書館にコンピュータを整備している公立学校は 23.6％であり、そのうち LAN（校内情

報通信網）に接続している学校図書館は 19.1％となっている（平成１３年３月文部科学省調

べ）。 

 学習指導に用いる公立学校の教育用コンピュータの整備については、従来より、地方交付税

措置による整備が進められており、学校図書館等への効果的な配置を進める。また、学校図書
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館、コンピュータ教室、普通教室、特別教室等を校内 LAN で接続し、学校内のどこにあっても

学校内外の様々な情報資源にアクセスできる環境の整備に努める。 

 学校のインターネット接続については、児童生徒の調べ学習などの活動を展開していく上で

大きな効果があることから、従来より、地方交付税措置等による整備が進められており、引き

続き整備を促進する。 

 また、学校図書館の蔵書情報のデータベース化、他校の学校図書館等とネットワーク接続を

図ることにより、児童生徒のみならず家庭や地域住民全体での蔵書の共同利用や各種資料の検

索などが可能となる。このため、他校の学校図書館や図書館などと連携して、蔵書等の共同利

用化や必要な図書の学校を越えた相互利用の促進・普及等を図る。 

    ④ 学校図書館の活用を充実していくための人的配置の推進  

 学校図書館の運営に当たっては、校長のリーダーシップの下、司書教諭が中心となり、教員、

事務職員やボランティアが連携・協力して運営し、それぞれの立場から、学校図書館の機能の

充実を図っていくことが重要である。 

     ⅰ 司書教諭の配置  

 司書教諭は、学校図書館資料の選択・収集・提供や子どもの読書活動に対する指導等を行

うなど、学校図書館の運営・活用について中心的な役割を担うものであることから、その配

置の促進を図ることが必要である。 

 学校図書館法（昭和２８年法律第１８５号）第５条及び附則第２項の規定により、平成１

５年度以降、１２学級以上の学校（小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、盲学校、聾

学校及び養護学校）に、司書教諭を必ず配置しなければならないこととされている。 

 そこで、引き続き、司書教諭養成講習を実施し、発令の促進を図る。 

 また、司書教諭が学校図書館の運営に十分な役割を果たすことができるよう、教職員の協

力体制の確立や校務分掌上の配慮などの工夫を促すとともに、司書教諭の職務内容について

の指導資料を新たに作成し、司書教諭の役割等について理解を図る。 

     ⅱ 学校図書館担当事務職員の配置  

 学校図書館を担当する事務職員は、司書教諭と連携・協力して、学校図書館に関する諸事

務の処理に当たっている。今後、学校図書館の活用を更に充実するため、各地方公共団体に

おける事務職員の配置の取組を紹介して、学校図書館の諸事務に当たる職員の配置を促して

いく。 

     ⅲ 教職員間の連携  

 学校教育において、各教科等を通じて学校図書館を活用した学習活動や、日々の読書指導

の充実を図っていくためには、司書教諭のみならず、すべての教職員が連携して子どもの学

習活動・読書活動を推進していくことが重要である。 

 このため、各学校における校内研修や研究会などを通じた教職員間の連携や理解を促して

いく。 

     ⅳ 外部人材による学校図書館活動の支援  

 学校図書館で、保護者や地域住民によりボランティア活動が行われている学校は 16.3％

となっている（平成１１年度間文部科学省調べ）。多様な経験を有する地域の社会人やボラ

ンティアの協力を得ていくことにより、児童生徒の読書に親しむ態度の育成や読書活動の推

進に資する様々な活動を推進していくことが可能となる。 

 このため、児童生徒に対する読み聞かせや本への興味を引き出すよう工夫を凝らして紹介

を行う「ブックトーク」活動、学校図書館に関する広報活動、図書データベースの作成など

の活動について、地域のボランティア、非常勤職員等の人材が十分に活動できるよう支援し

ていく。 

    ⑤ 学校図書館の開放  

 地域住民に学校図書館を開放している学校は 8.9％である（平成１１年度間文部科学省調

べ）。学校週５日制の実施に当たっては、地域に開かれた学校作りを推進するため、学校の施

設を積極的に開放していくことが求められている。このため、休業日においても、地域のボラ

ンティア等の協力を得ながら、各地域において適切に学校図書館の開放が進むよう促していく。 

   ウ 幼稚園や保育所における図書スペースの確保と選書の工夫  

 幼稚園や保育所においても、子どもが絵本等に親しむ機会を確保する観点から、安心して図

書に触れることができるようなスペースの確保に努めるとともに、保護者、ボランティア等と
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連携・協力するなどして、図書の整備を図るよう促していく。 

 また、図書館等の協力を得て、発達段階に応じた図書を選定することへの配慮も促していく。 

 

 

 

 

 ３ 図書館間協力等の推進 

 

  (1) 図書館間等の連携・協力  

ア 子どもの読書活動を一層推進していくためには、図書館と学校図書館とが連携・協力を行う

ことが重要である。 

 このため、図書館の図書の学校図書館への団体貸出しや図書館職員が学校を訪問し、あるい

は児童生徒が図書館を訪問して、読み聞かせを行うなどの取組を促していく。 

 

イ また、図書館間での連携・協力を進めるため、児童図書等資料の相互貸借や複数の図書館で

協力して行うレファレンスサービスの実施等の取組を促していく。 

 

ウ さらに、 

○ 公民館図書室や保育所、児童館等に対して図書の団体貸出しやお話し会などを実施する 

○ 保健所・保健センターで実施される健診の際に司書が絵本の選び方や読み聞かせの方法に

ついて保護者に指導する 

○ 司書、保健所・保健センターの保健師、地域のボランティア等が連携・協力して、乳幼児

への読み聞かせの方法等を説明しながら保護者に絵本等を手渡す活動（いわゆるブックスタ

ート活動）を実施する 

など、図書館と様々な機関との連携・協力の推進を促していく。 

 

  (2) 図書館と大学図書館の連携・協力  

 大学図書館の図書資料の図書館への貸出しなど、図書館と大学図書館の連携・協力の推進を促

していく。 

 

  (3) 図書館・学校図書館と「国際子ども図書館」との連携・協力  

 国立国会図書館の支部図書館として設置されている｢国際子ども図書館」では、納本制度によ

る児童図書の収集・保存、関連資料の収集・保存を行っており、いわゆる保存図書館としての役

割を持っている。 

 さらに、従来行われていた公立図書館や大学図書館に対する支援に加えて、学校図書館に対す

る支援も行うこととしており、図書や展示品の貸出しはもとより、電子図書館による児童図書に

係る各種情報の提供、全国の図書館間における情報交換の場の提供等において全館種を対象とし

た図書館協力が想定されている。図書館・学校図書館には、｢国際子ども図書館」との連携・協

力の推進を促していく。 

 

 ４ 啓発広報等 

 

  (1) 啓発広報の推進 

   ア 「子ども読書の日」を中心とした全国的な啓発広報の推進  

 「子ども読書の日」（４月２３日）は、国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と

理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるために設けられたもの

である。 

 そこで、「子ども読書の日」の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めるとともに、地方

公共団体、学校、図書館、子どもの読書活動の推進に取り組む民間団体等との連携を図りなが

ら、ポスター、リーフレット等の作成・配布などにより、全国的な啓発広報を推進する。 

   イ 各種情報の収集・提供  

 子どもの読書活動の実態や各地方公共団体、学校、図書館、民間団体等における様々な取組
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などに関する情報を収集する。そして、子どもの読書活動に関する情報に対して、多くの人々

が容易に接し、活用することができるよう、インターネット上の文部科学省のホームページに

子どもの読書活動の推進に関する専用のページを設けて関連情報を掲載するとともに、これを

関係機関・団体等のホームページにリンクさせて情報を広く提供するなど、啓発広報を推進す

る。 

 また、地方公共団体や民間団体においても、このような各種情報の提供を幅広く行うことが

期待される。 

 

  (2) 優れた取組の奨励  

 子どもの読書活動の推進に関し、優れた取組等を行っている者を表彰又は顕彰することにより、

関係者の取組の意欲を更に高め、活動内容の充実を図るとともに、広く国民の間に子どもの読書

活動についての関心と理解を深める。 

ア 子どもの読書活動を推進するため、子どもが読書に興味を持つような活動、関係者の資質向

上のための活動、関係する機関や団体間の連携等において特色ある優れた実践を行っている学

校、図書館、民間団体及び個人に対し表彰を行うことにより、その取組の奨励を図る。 

 

イ 児童図書の作り手の創作意欲を高め、児童図書の質的・量的充実を図るため、児童文学の分

野において優れた業績を挙げた者を顕彰し、その創作活動の奨励と振興を図る。 

 

  (3) 優良な図書の普及  

 児童福祉法第８条第７項の規定により、社会保障審議会では、福祉文化分科会を設け、児童の

福祉に資する出版物を児童福祉文化財として推薦を行っている。 

 このような優良な図書は、地域における子どもの読書活動の推進を図る上で有効である。図書

館、児童福祉施設、視聴覚ライブラリー等にリストを配布することで、優良な図書を家庭・地域

に周知・普及していく。 

 

第４章 方策の効果的な推進に必要な事項 

  

 １ 推進体制等 

  (1) 推進体制  

 本計画の推進に当たっては、関係府省間相互の密接な連携を図るとともに、関係機関、地方公

共団体、民間団体等との連携を更に深め、方策の効果的な推進を図る。 

  (2) 地域における子どもの読書活動推進体制の整備  

 地方公共団体において、連携・協力の具体的な方策についての検討、関係者間の情報交換等を

行うため、学校、図書館、教育委員会、民間団体等の関係者からなる総合的な推進体制が整備さ

れるよう支援していく。 

  (3) 地方公共団体間の連携・協力体制の整備  

 地方公共団体間における各種情報の交換等を促進するため、地方公共団体間において、都道府

県・市町村それぞれの役割に応じ、相互の連携・協力体制の整備が推進されるよう促していく。 

 特に、市町村は、身近な地方公共団体として、その役割は重要であることから、市町村相互の

連携・協力体制の整備を積極的に推進することが期待される。 

  (4) 民間団体間の連携・協力の促進に対する支援  

 民間団体が主体性を持ちつつ、相互に連携・協力を図ることは、それぞれの団体の活動内容を

充実させるとともに、全体として子どもの読書活動の一層の推進に資することとなる。そこで、

民間団体間の連携・協力の促進を図るため、その体制の整備の推進を支援していく。 

 

 ２ 財政上の措置  

(1) 国は、本計画に掲げられた各種施策を実施するため、必要な財政上の措置を講ずるよう努める。 

 

(2) 国は、地方公共団体が地域の実情に応じて自主的に実施する子どもの読書活動の推進に関する

施策のための費用について、必要な財政上の措置を講ずるよう努める。 
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北海道子どもの読書活動推進計画 

   
Ⅰ 北海道子どもの読書活動推進計画策定の基本的な考え方  

 １ 基本理念  

   子どもたちが夢と希望を持ち、健やかに育つためには、学校における教育活動の充実はも

とより、学校・家庭・地域社会が一体となり、子どもの生活全体を見直し、ゆとりの中で生

活体験、社会体験や自然体験など様々な活動を経験させ、自ら学び自ら考える力や豊かな人

間性などの「生きる力」を育むための環境づくりが求められている。 

   とりわけ、読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊か

なものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことのできないものと考え

られるが、今日の子どもたちの読書離れは憂慮すべき事態であり、社会全体でその推進を図

る必要がある。 

   本計画は、国における「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を基本として、

北海道のすべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、自主的に読書活動を行う

ことができるよう、積極的にその環境の整備を図ることを基本理念として、施策の総合的か

つ計画的な推進のため策定するものである。 

   また、国の基本計画及びこの計画を基本として、道内の各市町村において子ども読書活動

推進に関する施策について計画を策定し、読書活動の充実に向けた取組が行われることを期

待するものである。 

   

 ２ 計画期間  

   平成１５年度から平成１９年度までとし、必要に応じて計画の見直しを行う。  

   

 ３ 計画の体系  

   基本理念に基づき、本計画の体系を次のとおりとする。  

  

推 進 方 策 重         点 

１ 家庭・地域・学校における

子どもの読書活動の推進 

(1) 家庭・地域における子どもの読書活動の推進 

(2) 学校等における子どもの読書活動の推進 

  

２ 子どもの読書活動を推進す

るための読書環境の整備 

(1) 公立図書館の整備・充実 

(2) 学校図書館の整備・充実 

(3) 子どもの読書活動の推進に係る体制の整備 

３ 子どもの読書活動に関する

理解と関心の普及 

(1) 啓発広報事業の推進 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５５



 

Ⅱ 子どもの読書活動の推進のための方策  

 

 

【推進方策】 

１ 家庭・地域・学校における子どもの読書活動の推進 

 ● 子どもの読書活動の推進のため、家庭・地域・学校がそれぞれの機能を発揮し、子ども

  が積極的に読書を行う意欲や態度を養い、生涯にわたる読書習慣を身に付けることができ

るよう、学校や図書館などの関係機関、民間団体・事業者等と連携し、子どもの発達段階

に応じた読書活動を、家庭・地域・学校において積極的に推進する。 

 

 
重点】 

（１）家庭・地域における子どもの読書活動の推進 

   家庭は、子どもが最初に読書と出会う場であるだけでなく、読書に対する興味や関心を

  培う上でも重要な役割を担っている。 

   特に、乳幼児期（０～５歳）には、読み聞かせ※①などをとおして親子の温かい人間関 

 係を育むとともに、子どもの精神的な安定感や親への信頼感を養い、基本的な生活習慣や

自主性・創造性を培うことが大切である。 

 このため、家庭における読書の大切さを啓発するとともに、地域においては図書館が中

心となって児童館や民間団体等と連携し、読書の楽しさを知ることができるよう取組を推

進する。 

 

【現状】  

  ① 道内では、子育てや家庭教育に関する学習・相談の場として、１３２市町村で家庭教育

学級が開設され、１５３市町村で子育てサークルが組織されている（道立生涯学習推進セ

ンター調べ）。これらは、読み聞かせや子どもの読書活動の重要性などについて保護者に対

して啓発する機会ともなっていることから、今後一層これらの講座等に対する支援が望ま

れる。  

    また、平成１４年度現在道内の１６市町村で実施されている（北海道教育庁生涯学習課

調べ）ブックスタート※②は、家庭において子どもに乳幼児期から読書習慣を身に付けさせ

る上で効果的であると考えられることから、今後一層の普及拡大が望まれる。  

   

  ② 完全学校週５日制の導入後、道内の市町村立図書館の４３．８％で休日に子どもの参加

可能な事業を実施しているほか、４０％で子どもや親子の利用が増えるなどしており（北

海道教育庁生涯学習課平成１５年２月１日（土）の調べ）、地域においては、図書館が子ど

もの読書活動を推進する中心的な役割を担っている。     

    今後、図書館においては、読み聞かせ等の講座の実施やレファレンスサービス※③の充実

など、子どもの読書活動を推進するための取組を一層進めていくことが望まれる。  

   

   このようなことから、「家庭における読書活動の重要性についての理解の促進」、「家庭にお

ける子どもの読書活動への支援」、「公立図書館における子どもの読書活動の推進」などにつ

いて、次のような具体的な取組に努めることとする。 

   

   

 【具体的な取組】  

  ＜北海道では次の取組に努めます＞  

   ア 家庭における読書活動の重要性についての理解の促進  

    ・ 読み聞かせや読書の重要性についての啓発  

 ５６



   イ 家庭における子どもの読書活動への支援  

    ・ 市町村が実施する読書活動に関する家庭教育の講座等への支援  

    ・ 市町村が実施するブックスタート事業への支援  

    ・ ブックスタート事業実施についての運営マニュアル作成  

    ・ ブックスタートに関する市町村職員等を対象とした研修会の開催  

   ウ 道立図書館における子どもの読書活動の推進  

    ・ ボランティアの活用の促進  

     ・ 子どもの読書に関するレファレンスサービスの充実  

    ・ 移動図書館車を活用した取組の充実  

    ・ 子どもの読書に関する調査研究の実施  

     ・ 子どもの読書に関する図書館間の連絡・調整の充実  

    ・ 民間団体活動※④関する情報の提供や相談の実施  

   エ 児童福祉施設における子どもの読書活動の推進  

    ・ 道立児童福祉施設における読み聞かせなどの読書活動の充実  

    ・ 市町村立等の児童福祉施設※⑤における読み聞かせなどの読書活動の 

      充実の奨励 

   オ 民間団体の活動に対する支援  

    ・ 民間団体の活動に対する「子どもゆめ基金」※⑥等の活用の促進  

   

   

    ＜市町村に次の取組を期待します＞  

   ア 家庭における子どもの読書活動への支援  

    ・ ブックスタート事業の実施  

    ・ 家庭教育学級等における読み聞かせや読書活動の重要性についての理解の促進 

    ・ 子どもの発達段階に応じた優良な図書資料の広報  

   イ 市町村立図書館等における子どもの読書活動の推進  

    ・ 読み聞かせ等の講座の実施  

    ・ ボランティアの養成と活用の促進  

    ・ 子どもの読書に関するレファレンスサービスの充実  

    ・ 民間団体活動に関する情報の提供  

   ウ 児童館等における子どもの読書活動の推進  

    ・ 図書室等を活用した読書活動の充実  

    ・ 読み聞かせ事業等の実施  

   エ 民間団体の活動に対する支援  

    ・ 民間団体への情報提供や活動の場の提供などによる活動の支援  

 

 
【重点】 

（２）学校等における子どもの読書活動の推進 

   学校は、各教科の学習や特別活動、総合的な学習の時間等をとおして子どもの読書習慣

  の形成や図書館の利用の促進に関して大きな役割を果たしている。 

   また、幼児期や小学生期における良質な本との出会いは、読書に対する興味・関心を広

 げるものであり、中学生・高校生期における読書は、自我の確立に大きな影響を与えるも

のと考えられる。 

   このため、学校等においては、子どもの発達段階に応じて読書の楽しさを指導するとと

もに、計画的・継続的な読書活動を推進する。 
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 【現状】  

   道内の学校においては、学校図書館を積極的に活用するなどして読書活動の推進が図られ

てきているが、「朝の読書」などの全校一斉の読書活動の取組の面では、全国平均と比べると

低い状況にあることから、司書教諭をはじめとする学校関係者の意識を更に高め、家庭や地

域とも連携し、学校全体として読書活動を一層推進していくことが望まれる。  

   

  ［全校一斉の読書活動の実施状況（公立学校）］      （単位：％） 

年 度 小学校 中学校 高等学校 特殊教育諸学校 

平成１１年度間  ３２．２ 

（５５．６） 

２２．４ 

（３９．０） 

 ６．７ 

（１７．５） 

 １５．８ 

（１２．６） 

平成１３年度間 ４０．６ 

（７７．８） 

３２．４ 

（６０．５） 

  ９．６ 

（２４．６） 

  （－） 

  

 

※ （ ）内は全国の数値。なお、平成１３年度間の特殊教育諸学校については学校種別・部

別ごとの集計のため掲載していない。        （文部科学省初等中等教育局調べ）  

   

   このようなことから、「読書習慣の確立と読書指導の充実」、「障害のある子どもの読書活動

の推進」などについて、次のような具体的な取組に努めることとする。  

   

   【具体的な取組】  

  ＜北海道では次の取組に努めます＞  

   ア 読書習慣の確立と読書指導の充実  

    ・ 学校図書館の効果的な活用に関する取組事例の情報提供等による学校関係者の意識

の高揚  

    ・ 全校一斉の読書活動や読み聞かせ等の推進  

    ・ 図書館を活用した指導の充実  

   イ 障害のある子どもの読書活動の推進  

    ・ 障害に応じた読書活動の充実  

    ・ ボランティアの活用  

    ・ 学校間等のネットワークの活用  

   

   

  ＜市町村に次の取組を期待します＞  

   ア 読書習慣の確立と読書指導の充実  

    ・ 全校一斉の読書活動や読み聞かせ等の推進  

    ・ 図書館を活用した指導の充実  

   イ 家庭・地域との連携による読書活動の推進  

    ・ ＰＴＡや読書サークル※⑦等の活用と支援  

    ・ 休業日等における学校図書館の地域への開放の促進  

   ウ 幼稚園や保育所における読書活動の推進  

    ・ 読み聞かせなど本に親しむ活動の充実  
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【推進方策】 

２ 子どもの読書活動を推進するための読書環境の整備 

 ● 子どもの読書活動の推進のため、公立図書館はもとより学校図書館の図書資料や施

設・設備を充実し、子どもの身近なところに読書のできる環境を整備するとともに、

読書活動を推進する組織を設置するなどして、行政、民間等による体制の整備を推進

する。 

 

 
【重点】 

（１）公立図書館の整備・充実 

   公立図書館は、子どもが学校外で本と出会い読書を楽しむことができる場であり、

子どもの読書活動の推進に大きな役割を果たしている。 

   道内では、道立図書館や市町村立図書館においてそれぞれの特色を生かした取組が

 行われているが、図書館未設置町村もあり、子どもの読書活動の環境づくりに向けて、

公立図書館の一層の整備・充実を図ることが大切である。 

 このため、道立図書館の機能の充実・援助による公立図書館等の整備・充実を積極

的に推進する。 

 

 

 【現状】  

   道内の市町村においては、公民館図書室も含めた図書館の機能は全ての市町村に整備され

ているものの、半数以上（１０８町村）は公立図書館が未設置となっている。  

   また、蔵書や設備の状況については、ほぼ全国平均並みとなっているが、本道の広域性や

多数の小規模市町村の存在という特性を踏まえると、今後一層公立図書館の設置促進に向け

た取組や道立図書館による支援、図書資料や設備の整備・充実などが望まれる。 

  

                          （平成１４年４月現在） 

区      分 北  海  道 全  国 

①図書館設置市町村数 

  

 ３４市 １００％ 

 ７０町村 ３９．３％ 

 ９７．７％ 

  ３８．８％ 

②�人口１００人当たりの蔵書冊数      ２４１冊    ２４４冊  

③個人貸出しの内の児童の比率      ２８．６％   ２７．７％ 

④蔵書の内の児童図書の割合      ２７．２％   ２５．９％ 

⑤児童室・コーナーを有する公立図書

館を設置する市町村数 

 ３４市  １００％ 

 ６６町村  ９４．３％

  ９１．１％ 

  ８６．４％ 

⑥コンピュータを導入している公立

図書館を設置している市町村数 

 ２６市   ７６．４％

 ５３町村  ７５．７％

  ９８．７％ 

  ９９．１％ 

（日本の図書館２００２ （社）日本図書館協会、北海道の図書館 北海道図書館振興協議会）  

  ※ ②～④については、都道府県立図書館の数値も含める。  

   

   このようなことから、「図書館未設置町村への設置の促進」「道立図書館による市町村立図

書館等への支援」「公立図書館等の図書資料・設備等の整備充実」などについて、次のような

具体的な取組に努めることとする。 

  

 ５９



  【具体的な取組】  

  ＜北海道では次の取組に努めます＞  

   ア 図書館未設置町村への設置の促進  

    ・ 図書館の設置及び運営に関する助言  

   イ 道立図書館による市町村立図書館等への支援  

    ・ 協力貸出※⑧の推進  

    ・ レファレンスサービスの充実  

    ・ 図書館運営の相談の実施  

    ・ 図書館職員の研修の支援  

   ウ 道立図書館等の図書資料・設備等の整備・充実  

    ・ 子どもの読書活動に関する図書資料※⑨や読書情報の整備・充実  

    ・ 児童コーナーなどの子どもが読書を行うために必要なスペースの充実  

    ・ 北海道に伝わる民話等の収集・保存  

    ・ 利用者用のコンピュータの設置など情報化の推進  

   エ 障害のある子どもの読書環境の整備・充実  

    ・ 道立図書館等における障害に対応した施設・設備の充実  

    ・ 障害に対応した図書資料の整備・充実  

   

   

  ＜市町村に次の取組を期待します＞  

   ア 市町村立図書館等の機能の充実  

    ・ 未設置町村における設置についての検討  

    ・ 図書館間等ネットワークの拡充  

    ・ 近隣市町村との連携の強化  

   イ 市町村立図書館等の図書資料・設備等の整備・充実  

    ・ 子どもの読書活動に関する図書資料や読書情報の整備・充実  

    ・ 児童コーナーなどの子どもが読書を行うために必要なスペースの充実  

    ・ 図書館間の相互貸借※⑩の促進  

    ・ 地域に伝わる民話等の収集・保存  

    ・ 利用者用のコンピュータの設置など情報化の推進  

   ウ 障害のある子どもの読書環境の整備・充実  

    ・ 市町村立図書館等における障害に対応した施設・設備の充実  

    ・ 障害に対応した図書資料の整備・充実  
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【重点】 

（２）学校図書館の整備・充実 

   学校図書館は、子どもたちが日常的に読書を楽しむ場であるとともに、読書活動や読書

 指導の場として、子どもたちの豊かな心を育み、自発的・主体的な学習活動を支援すると

いう重要な役割を果たしている。 

 このため、学校図書館が、児童生徒の豊かな心を育む読書センター的な役割を果たすこ

とができるよう、図書資料の整備はもとより、学校における図書館関係職員の配置等の充

実に努める。 

 また、地域に開かれた学校づくりを推進するため、休業日等における学校図書館の開放

を推進する。 

   

  【現状】  

  ① 学校図書館の蔵書については、年々充実が図られてきているが、全国平均と比べると低

い水準にあることから、今後より一層計画的な整備が望まれる。  

   

  ［１校当たりの蔵書冊数（公立学校）］           （単位：冊） 

年 度 小学校 中学校 高等学校 特殊教育諸学校 

平成１１年度末  ３，７９９ 

（６，４０７） 

 ４，６５８ 

（７，９１０）

 １１，６３９

（１９，６１５）

 １，２３７ 

（１，４２５） 

平成１３年度末  ４，２７０ 

（６，６８３） 

 ５，１１０ 

（８，３６４）

 １１，９７０

（２０，６１２）

  （－） 

  

 

  ［児童生徒１人当たりの蔵書冊数（公立学校）］       （単位：冊） 

平成１１年度末  １８．０ 

（２０．５） 

  １９．３ 

（２０．８） 

  ２２．２ 

 （２６．７）

  ３２．２ 

（３９．４） 

平成１３年度末  １９．８ 

（２１．４） 

  ２１．１ 

（２３．３） 

  ２３．２ 

 （２９．０）

  （－） 

  

 

  ［蔵書のデータベース化の状況（公立学校）］        （単位：％） 

平成１１年度末   ４．０ 

 （７．４） 

  ５．７ 

 （８．６） 

 ２４．６ 

（３３．４） 

  ７．０ 

（９．１） 

平成１３年度末   ９．１  

（１７．４） 

 １３．８ 

（１８．２） 

 ２７．８ 

（４２．２） 

  （－） 

                    （文部科学省初等中等教育局調べ）  

  ※ （ ）内は全国の数値。なお、平成１３年度末の特殊教育諸学校について 

   は、学校種別ごとの集計のため掲載していない。 

  

  ② 平成１５年度から、１２学級以上の学校に司書教諭が置かれているが、今後とも、司書

教諭の計画的な配置を進めるとともに、司書教諭がその役割を十分果たせるよう、教職員

の協力体制の確立など校内体制の整備が促進されることが望まれる。  

    また、子どもの読書活動を推進していくためには、家庭や地域と連携した取組が重要で

あるが、公共図書館等との連携やボランティア等との連携の面においても、十分でない状

況が見られることから、こうした取組を積極的に進めることが望まれる。  
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    ［公共図書館等との連携状況（公立学校）］         （単位：％） 

年 度 小学校 中学校 高等学校 特殊教育諸学校 

平成１１年度末 ３５．４ 

（３９．０） 

２０．０ 

（２３．４） 

  ７．７ 

（２４．４） 

   ７．０ 

（１５．１） 

平成１３年度末 ３４．９ 

（４６．４） 

２２．６ 

（２９．２） 

  ８．２ 

（２５．４） 

   （－） 

  

 

  ［学校図書館の地域住民への開放状況］          （単位：％） 

平成１１年度末  １７．６ 

（１０．７） 

  ７．２ 

 （６．３） 

  ２．８ 

 （６．３） 

  １．８ 

 （５．３） 

平成１３年度末  １１．６ 

 （９．１） 

  ４．０ 

 （５．７） 

  ２．５ 

 （５．２） 

  （－）   

  

 

  ［ボランティア等との連携］               （単位：％） 

平成１１年度末  １６．２ 

（２４．７） 

  ３．９ 

 （４．９） 

  ０ 

 （０．４） 

  ５．３ 

 （６．５） 

平成１３年度末  １２．４ 

（３１．５） 

  １．１ 

（１１．５） 

  ０ 

（２．５） 

  （－） 

  

                   （文部科学省初等中等教育局調べ）  

  ※ （ ）内は全国の数値。なお、平成１３年度間の特殊教育諸学校については、学校種別・

部別ごとの集計のため掲載していない。  

 

    このようなことから、「学校図書館の図書資料・設備等の整備・充実」「学校図書館の活用

を図るための人的配置等」などについて、次のような具体的な取組に努めることとする。  

     

 【具体的な取組】  

  ＜北海道では次の取組に努めます＞  

   ア 道立学校図書館の図書資料・設備等の整備・充実  

    ・ 図書資料の計画的な整備  

    ・ コンピュータを活用した情報化の推進  

   イ 道立学校図書館の活用を図るための人的配置等  

    ・ 司書教諭※⑪の計画的な配置  

    ・ 司書教諭の役割の理解及び教職員の協力体制の確立  

    ・ ボランティア等の活用  

   ウ 道立学校以外の学校図書館の人的配置及び図書資料・設備等の整備・充実  

    ・ 司書教諭の計画的な配置の促進  

    ・ 司書教諭の役割の理解及び教職員の協力体制の確立の促進  

    ・ 図書資料、読書スペース等の整備の促進  

    ・ コンピュータを活用した情報化の促進  

    ・ ボランティア等の活用の促進  

     

  ＜市町村に次の取組を期待します＞  

   ア 市町村立学校図書館の図書資料・設備等の整備・充実  

    ・ 国の「学校図書館図書整備５か年計画」※⑫に基づく整備  

    ・ 余裕教室を活用した読書スペースの整備  

    ・ コンピュータを活用した情報化の推進  

   イ 市町村立学校図書館の活用を図るための人的配置等  

    ・ 司書教諭の計画的な配置  

    ・ 司書教諭の役割の理解及び教職員の協力体制の確立の促進   

    ・ 休業日等における学校図書館の開放とボランティア等の活用  
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重点】 

（３）子どもの読書活動の推進に係る体制の整備 

   子どもの読書活動の推進のためには、読書にかかわる機関や団体などから幅広い意見を

  聴取できるよう体制を整備することが重要である。 

   このため、道が中心となり社会全体で子どもの読書活動を推進する組織を設置するとと

 もに、道民からの多様な意見の反映に努める。 

   また、図書館司書・司書教諭の研修についても充実を図る。 

  

   

 【現状】  

  ① 現在、本道には、子どもの読書活動にかかわる機関や団体等からの幅広い意見等を聴取

し、反映できるような体制、組織は整備されておらず、早急な整備が望まれる。  

   

  ② 図書館間の連携については、道立図書館において、平成９年度から、市町村立図書館等

とネットワークを結び、道立図書館所蔵の図書資料の検索や貸出申込等を行う「道立図書

館情報システム」（愛称リスネット）の運用が開始されており、さらに現在、市町村立図書

館や大学図書館など、道内図書館の図書情報を総合的・横断的に検索し、相互貸出ができ

るようネットワーク化する北海道図書館総合目録の構築に向けて研究が行われている。今

後一層ネットワーク化を推進していくことが望まれる。  

   

  ③ 図書館関係職員の研修については、平成１５年から新たに司書教諭を対象として実践事

例等についての研究協議会が開催されており、また、北海道図書館振興協議会が中心とな

って図書館司書の研修が実施されてきているところであるが、今後とも一層の充実が望ま

れる。  

   

   このようなことから、「子どもの読書活動推進会議の設置」「図書館間協力の推進」「教職員

の研修の充実」などについて、次のような具体的な取組に努めることとする。  

   

   

 【具体的な取組】  

  ＜北海道では次の取組に努めます＞  

   ア 子どもの読書活動推進会議の設置  

    ・ 図書館、学校、民間団体、行政等からなる「北海道子どもの読書活動 

     推進会議」の設置 

    ・ 「市町村子どもの読書活動推進会議」の設置の促進  

   イ 図書館間協力の推進  

    ・ 道立図書館を中心とする公立図書館ネットワークの拡充  

    ・ 「国際子ども図書館」※⑬や大学図書館等との連携  

    ・ 公立図書館等と学校図書館との連携・協力の促進  

   ウ 教職員の研修の充実  

    ・ 読書活動に関する研究協議や情報の交換などによる教職員の指導力の 

     向上 

    ・ 司書教諭の研修の充実  

   エ 図書館司書の研修の充実等  

    ・ 図書館司書の研修の充実  

    ・ 市町村に対する図書館司書の適正な配置の奨励  

   オ 民間団体・関係機関との連携・協力  

    ・ グループ・サークル、ＮＰＯ等の民間団体との情報交流  

    ・ 保健所等の関係機関との連携・協力  
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    ＜市町村に次の取組を期待します＞  

   ア 子どもの読書活動推進会議の設置  

    ・ 図書館、学校、民間団体、行政等からなる「市町村子どもの読書活動 

     推進会議」の設置 

   イ 図書館間協力の推進  

    ・ 公立図書館等や学校図書館の連携・協力によるネットワークの拡充  

   ウ 教職員の研修の充実  

    ・ 教職員研修による教職員の指導力の向上  

    ・ 司書教諭の研修の充実  

   エ 図書館司書の研修の充実等  

    ・ 図書館司書の適正な配置  

    ・ 図書館司書の研修の充実  

   オ 民間団体・関係機関との連携・協力  

    ・ グループ・サークル、ＮＰＯ等の民間団体との情報交流  

    ・ 保育所・児童館等の関係機関との連携・協力  

 

 

 

【推進方策】 

３ 子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 

 ● 子どもの読書活動の推進のため、その意義や重要性について道民の理解と関心を深

    めることが大切であることから、大人も含めて読書活動に対する理解・関心を高めら

れるよう市町村や関係機関団体との連携・協力による普及啓発活動を推進する。 

 

 

【重点】 

(1) 啓発広報事業の推進 

   読書活動の意義や優れた取組、図書資料等の情報について、全道的な啓発広報を行い、

子どもの読書活動を積極的に推進する。 

     

 【現状】  

   子ども読書の日及びこどもの読書週間に、子どもの読書活動についての理解を深めたり、

子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるための事業を実施している道内の市町村は、

増加してきている。  

   また、優れた取組の奨励として各種表彰が行われるとともに、優良な図書についての情報

提供も行われており、今後ともこれらの取組の一層の充実が望まれる。  

   

   このようなことから、「子どもの読書活動に関する道民の理解の促進」「優れた取組の奨励」

「優良な図書資料の普及」などについて、次のような具体的な取組に努めることとする。 

   

   

 【具体的な取組】  

  ＜北海道では次の取組に努めます＞  

   ア 子どもの読書活動に関する道民の理解の促進  

    ・ 「子ども読書の日」※⑭（４月２３日）や「こどもの読書週間」（４月２３日～５月

１２日）についての道民への理解の促進とその期間における市町村事業の実施の奨励 

    ・ 道立図書館等における「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」にふさわしい事

業の実施 
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   イ 優れた取組の奨励  

    ・ 子どもの読書活動を推進する優れた取組への表彰 

 ウ 優良な図書資料の普及  

    ・ 優良な図書資料の家庭・地域への普及の推進  

   エ 各種情報の収集・提供  

    ・ 子どもの読書活動に関する特色ある取組等の情報の収集・提供  

    ・ 読書活動に関するホームページの開設とその活用  

   

   

  ＜市町村に次の取組を期待します＞  

   ア 子ども読書の日等の啓発広報  

    ・ 「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」における事業の実施と行 

     事情報の提供 

   イ 優良な図書資料の普及  

    ・ 優良な図書資料の情報提供等による家庭・地域への普及  

   ウ 各種情報の収集・提供  

    ・ 子どもの読書活動に関する情報の収集・提供  

 【用語の説明】  

  ① 読み聞かせ：子どもたちに本や絵本を読んで聞かせること。  

    子どもが物語に親しむきっかけをつくり、読書の素地や動機付けを行うこ 

   とを目的とする。さらに、読み手である保護者や教師、図書館員等が聞き手 

   である子どもとコミュニケーションを図ることにも意義がある。 

   

  ② ブックスタート：市町村の保健センター等で行われる乳幼児健診の機会に、受診したす

べての親子に対して、図書館司書や保健師などがそれぞれの立場から赤ちゃんと絵本を開

くことの大切さや楽しさを保護者に伝えながら、絵本や読み聞かせのアドバイスなどの入

ったブックスタート・パックを無料で手渡すもので、全ての家庭において、本の読み聞か

せを通じて、親子のふれあいの時間をもつことができるよう支援するもの。 

    １９９２年（平成４年）にイギリスのバーミンガムで始められた。  

    道内では、平成１２年からの恵庭市を皮切りに、平成１４年度の段階で１６市町村で実

施されている。 

   

  ③ レファレンスサービス：図書館が利用者の質問に調査して回答すること。  

    何らかの情報あるいは資料を求める図書館利用者に対し、図書館が所蔵資料等に基づい

て回答すること。 

   

  ④ 民間団体活動：おはなし会、子どもの本交流会、子どもの読書支援団体などの民間の団

体の活動 

   

  ⑤ 児童福祉施設：児童福祉法に基づき設置されている保育所、児童厚生施設（児童館、児

童遊園等）、児童養護施設、児童自立支援施設、知的障害児施設等。 

   

⑥ 「子どもゆめ基金」：独立行政法人国立オリンピック記念青少年総合センターに設けられ

ている基金で、青少年教育に関する団体が行う子どもの体験活動や読書活動の振興を図る

活動等に助成を行っている。 

   

  ⑦ 読書サークル：読書を趣味とする人たちの集まり。読書同好会  

   

  ⑧ 協力貸出：都道府県立図書館における基本的な支援活動の一つで、市町村の図書館等の

求めに応じてその図書館等が所蔵していない資料を貸し出すこと。 

    市町村の図書館等において、自館で所蔵していない資料を求める利用者があった場合、
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その資料を都道府県立図書館から借り受けて利用者の求めに応えること。 

 

  ⑨ 図書資料：図書、記録、視覚聴覚教育の資料等。  

 

  ⑩ 相互貸借：図書館の相互協力の一つで、利用者の求めに応じて図書館同士で資料の貸借

をすること。 

 

  ⑪ 司書教諭：小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特殊教育諸学校（幼稚部は除

く。）（以下、この項において「学校」という。）において、学校図書館の専門的職務を掌る

職員で、司書教諭の講習を修了した教諭をもって充てるとされている（学校図書館法）。職

務は、各種の図書館サービスを中心とした学校図書館の運営と、これを基礎に児童・生徒

及び教員一人一人の教授学習過程で発生する多種多様な資料や情報要求に応えることによ

って、教育と学習活動を支援することなど。 

    平成１５年４月から１２学級以上の学校に置かなければならないこととされている。 

   

  ⑫ 「学校図書館図書整備５か年計画」：公立義務教育諸学校の学校図書館の図書資料の計画

的整備を行うため、平成１４年度から５年間にわたって講じられている毎年約１３０億円、

５年間総額約６５０億円の地方交付税措置 

   

  ⑬ 「国際子ども図書館」：平成１２年１月に国立国会図書館の支部図書館として設立された、

わが国初の国立の児童書専門図書館である。（平成１４年５月５日に全面開館） 

   

  ⑭ 「子ども読書の日」：４月２３日。「子どもの読書活動の推進に関する法律」第１０条に

おいて、国や地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努

めることとされている。  

 

 

○ ユネスコが１９９５年（平成７年）にシェイクスピアとセルバンデスの命日である４月 

２３日を「世界・本と著作権の日」と宣言している。 

○ 社団法人読書推進運動協議会（文部科学省所管）が、毎年、４月２３日から５月１２日ま

でを「こどもの読書週間」と定めて、子どもの読書活動の普及・啓発を図っている。 

○ 欧米、特にスペインでは、４月２３日を「サン・ジョルディの日」として、本を贈る習慣

がある。（サン・ジョルディはスペインのカタルーニャ地方の守護聖人） 

 

４月２３日について 
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網走市子どもの読書活動推進に関する市民懇話会設置要項 

 

（設置） 

第１条 本市における子どもの読書活動の推進にむけて基本計画を策定するため、「網走

市の子どもの読書活動推進に関する市民懇話会を」（以下「市民懇話会」という）

を設置する。 

 

（任務） 

 第２条 市民懇話会は、網走市子どもの読書活動推進計画策定に関し、子どもの読書活

動推進に関する取り組みや審議テーマに対する意見・提言を行う。 

 

（組織） 

 第３条 市民懇話会は、網走市が選任する学識経験者等の委員及び公募委員をもって 

織する。 

   ２ 委員長は委員の互選とし、副委員長は委員長が指名する。 

   ３ 委員は、別表１に掲げる職にある者を持って充てる。 

 

（委員長及び副委員長） 

 第４条 委員長は、委員会を総括する。 

   ２ 副委員長は委員長を補佐し、委員長事故あるときは職務を代理する。 

 

（会議） 

 第５条 市民懇談会の会議は事務局が必要に応じて召集し、委員長が座長となる。 

   ２ 委員長は、必要があると認められたときは、委員以外の者の出席又は意見を求

めることができる。 

  

（庶務） 

 第６条 市民懇話会の庶務は、教育部図書館において処理する。 

 

（補足） 

 第７条 この要項に定めるもののほか、市民懇談会の運営に関し必要な事項は、委員長

が定める。 

 

附則 この要項は、平成１６年１０月２１日から施行する。 

 ６７



網走市子どもの読書活動推進計画庁内検討委員会設置要項 

 

（設置） 

第１条 本市における子どもの読書活動の推進にむけて、基本計画を策定するため、

「網走市子どもの読書活動計画庁内検討委員会」（以下「検討委員会」という）

を設置する。 

（任務） 

 第２条 検討委員会は、網走市子どもの読書活動の推進について、関係機関の意見を

聴取しながら網走市子どもの読書活動推進計画を策定する。 

 

（組織） 

 第３条 検討委員会は、委員長及び委員をもって組織する。 

   ２ 委員長は教育部長とし、副委員長は図書館長とする。 

   ３ 委員は、別表１に掲げる職にある者を持って充てる。 

４ 検討委員会は、担当係長連絡会議を召集することができる。 

 

（委員長及び副委員長） 

 第４条 委員長は、委員会を総括する。 

   ２ 副委員長は委員長を補佐し、委員長事故あるときは職務を代理する。 

 

（会議） 

 第５条 検討委員会の会議は委員長が必要に応じて召集し、委員長を議長とする。 

   ２ 委員長は、必要があると認められたときは、委員以外の者の出席又は意見を

求めることができる。 

   ３ 委員会は、担当係長連絡会議で調査・研究した事項の提案を受け計画を策定

する。 

 

（庶務） 

 第６条 検討委員会の庶務は、教育部図書館において処理する。 

 

（補足） 

 第７条 この要項に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、委員

長が定める。 

 

附則 この要項は、平成１６年１０月２１日から施行する。 
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